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学会記録

学会記事

1. 学会10年の歩み

円本港湾経済学会は， 1962年10月に創立総会および第1回全国大会を横浜港（シノレ

タ・センタ ー〉において開催してより、本年で、満10年をむかえた。したがって本年は

第10回記念大会を再び横浜港において開催されることになった。第10回全国大会以降

の小史をみると下記のようである。

第1回大会 (1962年〕 （横 浜 港〉

第2回大会（1963年〉 （東 京 港〉共通論題 （港湾投資の諸問題〉

第3回大会 (1964年〉 （神 戸 港〕 （経済発展と港湾経悩〉

第4回大会 (1965年）（名古屋港〉 （地域開発と港湾〉

第5回大会 (1966年〉 （新 ？烏 港〉 〈日本海沿岸における港湾、

の諸問題と将来〉

第6回大会（1967年） （北九州 ・下関港〉 （輸送の近代化と港符〉

第7回大会 (1968年〕 （小樽 ・道夫諸港〉 （流通体系の斉合i~：と港湾

の近代化〕

第8回大会 (1969年） （大 ｜波 港〉 （大都市港湾、の諸問j也と港

湾〕

~9 回大会（ 1 970年） （清 水 港〉 （流通革新とj:f,'頭経必〉

第10回大会 (1971年〕 （航 lJi'< 港〉 （広域港湾と港湾絞滋の諸

問題〕

この学会が発足するまでにはいくつもの契機があった。その一つは， 1956年頃より

不定期に京浜地区の主だった港湾の関係者や研究者が横浜の中華街（安楽闘）に集ま

り，自由に泌を論じ合う会があった。 「船ごみ」問題がもちあがった1960年頃から，

この会で学会をつくろうという意見がもちあがり 、それが横浜の各大学関係者を通

じ， 36名の全国的な発起人会をみるにいたった。こうして1962年の10月には，正会員

99名，賛助会員13名をもって第1回全国大会の開催となった。
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その後，会員数も大巾な増加をみると共に， 第2年目からは学会年報の刊行，各部

会の発足と活動も活発にみられ、数多くの成果をあげてきた。本年の10周年を期して

は，年半Rの特別刊行をはじめ， 改めて理事役員改選を行なうなど今後の発展に備えつ

つある。 （この項は． 『学会10年史』として，実証的な資料をも加えて詳細な歩みを

まとめる予定であったが，時間的な理由から，いづれ他の機会にゆずらざるを得ない

ので，きわめて概要的なものにとどめる。〉

2. 第9回全国大会概要

第9回全国大会は，昭和45年10月51:1より 7Elにいたる三日間清水市において開催

された。共通論題は「流通革新とi阜頭経？芸」で、ジンポジュームもきわめて活発であ

った。港湾見学も公害に悩む田子の浦港から清水港史跡にいたるまで，多くの参加者

をみた。

この大会開催については静岡県，清水市， J也元港運業界および大学の各｛立のど努力

によるところが大きく，改めて感謝の意を表する次第である。

第9回全国大会のプログラムおよび研究報告会のプログラムは下記のよ うである，

大会プログラム

月 行 ドサ 容 場

10.00 見学会集合（i'(,ft岡駅 ・吉原駅 ・清水市

役所前のいづれかに集合し，見学用パ

スにのる。〉

10/5 見学コース（因子の浦港→清水港→海

（月〕 洋博物館→清水港史跡〉 （途中にて昼

17.30 食 ・12.30）開散（17.30頃の予定〉

18.00 理事役員会 レストラ γ

みなと

20.00 
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9.00 開 iヱコ〉' 清水市文化

9.10 講演会「駿河湾諸泌の現状と将来」 センター

（市川武氏〉 (4階大会議室〕

10.00 研究報告会 （共通論題〉

記念線影（昼食Tli!)

12.30 
10/6 

（昼食） （食券発行〉 日本平観光

13.30 、ノンポジューム ホテノレ
（火〉

16.30 総 会

17.30 

18.00 懇親会

20.00 

9.00 研究報告会 （自由論題〉 清水市文化
センター

10/7 12,00 （昼食〉 （食券発行）
(4階大会議室）

（水〕 13 00 研究報告会〔自由論題）

17.00 閉 5:l; 

研究報告会ブロゲラム

研究報告 （共通論題〉 ｜流通革新と埠離蛍 l
10月HI（火） A・M 10.00～12.30 

報告1時間l人30分，質疑応答はシンポジュームにて行ないますので，配布される用

紙に質疑 ・話、見を記入ねがいます。

(1) 日本港湾におけるターミナノレ ・オベレーターの論理

（石川島播磨重工K・K)...・......……東 寿

(2) ターミナノレ ・オベレーションと「公共性」の経済的意味

（港湾経済研究所）...・H ・...・H ・－…－…・…千須和富士夫
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(3）広域港湾と蛇頭経i三

（運輸港湾産業研究室〉 ……・…い H ・H ・喜多村 昌次郎

（生） 輸送革新と港湾近代化について

（明治大学〉……・・・…………・・麻生 平八郎

(5) 流通革新と港湾経i誌の基本問題

〈青山学院大学〉……－－－－・－……・北 見俊郎

研究報告 （自由論題） 縦割lg＇附1人40分質疑応答10分

10月7「！（水）A・M 9. 00～P • M 5. 00 

(1）北海道における工業開発と港湾の課題…・… .....・ H ・－－…・……・ー松 沢 太 郎

削 鹿島B阪地域問題 （海上労働科学研究所） 警罪史締
(3) 長崎港における自由港設置の可能性

（長崎国際経済大学〉 ………・…………・・松本 男

（心 沖純における港湾問題とその本質

（運輸省港湾局〉 …・… .............……今野修平

一一昼食 〈インター ・ミッション〕 12.20より約11時間一一

(5）北海道における海運流動高度化の方向と問題点

（小樽市港湾局〉…－…・……－－－一神代方雅

(6) イギリス絶対王ffj!J下にみる海運 ・港湾政策

一ーその社会経済的アプ且ーチを前提として一一

長島秀夫（関東学院大学〉 … … ・ー－－… ・....・ a・－小林 Jlf.¥ 夫

(7）港湾産業と鉄鋼産業

（京葉鉄鋼埠K・K） ー・・ ・ ・・・山 村 学

(SJ 外貿埠頭公団の建設に係わる海上コンテナータ ーミナノレ料金の考え方

（日本港運協会〕 .......…………………山 本長英

(9）今後の港湾拡充政策について

（大阪産業大学〉・… －…－…・・… …｜司庭 博
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3. 部会活動状況

北海道部会

北海道部会はH白羽Hl年5月設立以来，満5年を経た。設立:)"IJ]j直後，日本港湾経済学

会第7回大会の北海道開催まで活発な活動をつづけてきたが，このところ法千活動が

沈静している。事務局がやや動きがにぶくなり，会員諸氏から激励，叱声がとんでい

る。会員の研究成果もかなり蓄積されて来たので， 今後精力的な研究会を開催してい

く予定である。

当面，昭和46年度総会ならびに研究会を下記によって開催の予定である。

O昭和46年度総会ならびに研究会

日 l時 H百和46年9月中旬

場所 札幌市

研究会 報告「石狩港新港のfj/j発桃想について」

JllJ田真也（北海道企画部〉

（文責 ・徳田欣次〕

関東部会

H百和44年度にひきつづき，関東部会は研究発表と討論を中心に活発な活動を持続し

た。特に今年度は第l田部会において，木大会開催地である清水港について予備的研

究を行なった。毎会参加会員は25～30名であり，関東部会の活動も定着したものとい

える状況である。

昭和45年度の活動概1要を示すと次の通りである。

(1) H召荊145年度第l回関東部会

日 II寺 H自利45年9月lZJ:I（土） 13.00～16.00 

場 所 日本港湾協会談話室（東京都港区芝家平llD・ 1〕

発表者喜多村昌次郎氏（運輸港湾産業研究室〉

発表題目 「ヨーロッパにおける港湾産業」

要 旨現地の調査旅行の成果を折りませ’て， 理路整然とヨーロ ッパの港湾産業

の実態と体質，合理的企業活動等についての分析と説明がなされ，会員

各位に深い感銘を与えた。氏の巾広い知識と深い洞察力が，わが国の港
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湾、産業について自動的に考えさせた発表であった。

共同討議 「清水港に｜刻する研究成果と今後の課題J

コメンタ 柾幸雄氏 CWi浜市大〉 「清水港発達史概要」
ーおよび
コメン ト 落合敏郎氏（京浜外貿i阜頭公団〉 「コンテナの流動よ りみた清水港」

今野修平氏（運輸省〉 「駿河湾・清水港の今後の課題J

以上3名のコメンタ ー提案の問題を中心に討議を行なったが，当地清水港より本会

会員片平明氏他1名が御多忙中臨席下さり，討議に参加下さると共に， 現地の大会準

備の状況等の報告があり，招待の挨拶があった。

(2) ｜昭和45年度第21団関東部会

iヨ l時昭和45年12月121:1（土） 14.00～15.30 

場 所 日本港湾協会談話室（東京都港区芝琴平町1〕

発表者団中英輔氏（NCT〕

発表題目 「コンテナターミナノレにおける実務上の問題点l

~. 旨 東京港品川崎頭のコンテナターミ ナノレにて活躍中の氏からシャーシ一方

式・ストラドノレ方式の比較，施設機掠の問題点と日米の比較について，

極めて専門的見解が抜属された。コンテナ化の当初からこの問題に取組

んでいられる氏の実地にそく した見解は， 会員間での活発な討議をl呼

んだ。

(3) II百45和年度第3団関東部会

l二｜ ｜時昭和46年2月9Cl （土〕14.30～16.00

場 所 日本港湾協会談話室 （東京都港区芝琴平町1)

発表者 市川勝一氏 （全日本検数協会〉

発表題目 「港湾産業と教育訓練」

要 旨輸送革新に伴な う港湾荷役の変貌． 港湾労働の安定と労働者の地位向

上，港湾産業の質的向上のためにも，港湾産業における教育訓練の必要

性を専門的立場から熱っぽく説かれた。全く新しい観点からの港湾問題

の提起で，参加した会員に新しい問題意識を与える有意義な部会であっ

た。
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（日本港湾経済学会会長矢野剛先生には，昭和45年度の部会活動にも参加せられ

ていたが，昭和46年8月23日逝去された。関東部会では弔電を霊前に捧げると共に，

告別式には会員一同を代表して山村学氏，玉井克輔氏が参列し，先生の生前における

)';JI会での活躍をしのぶと共に，似しんで街l冥；福をお祈りした。 〉

x × × 

本部会活動には会員一同の熱意溢れる協カの他，会場の提供等で日本港湾協会事務

局より，常に暖い支援をいただいている。この際厚く謝意を表しておきたい。部会事

務局では適宜日本港湾協会に対し，部会会員の共通の意志として粗品等を贈り謝意を

表している次第である。会員一同および本部事務局への報告も兼ねて一筆呈上してお

く次第である。

〔文責 ・今野修平〉

中部部会

中部部会設立経過の概要

(1) 中部地区における，港湾、の近代化・合理化に対処し，また学会本部の聖書請もあり，

H百和45年8月J也元（名古屋市〉在住の大学の諸先生，公共団体，業界の有志、が中心

となり，部会設立準備委員会（委員長酒井正三郎〉を結成して準備会を重ね，附荊1

46年6月5日（土〉設立総会を開催，中部地区の学者， 研究者，実務家約90氏の結

集を得て発足した。学会本部創立10周年に当り意義深く感ずる。

この発足については学会本部並びに会員諸子の絶大なるご支援に対して本誌を拝

借して厚くお礼を申し上げる次第である。

(2）設立総会記念青!It演会

｜二｜ ｜時

場所

昭和46年6月5日午・mm,oo～午後3.00

名古屋市港区南倉H汀名古屋港湾会館会議室

設立総会は会員60名の参集を得て開催，議事として会則案の審議．役員選出．役員代

表挨拶（酒井正三郎〉．港湾管理者代表挟拶（紅村文雄〉．学会本部より柴田副会長，高見

：常任理事，北見事務局長の出席を得lf.：：.，日本港湾経済学会会長挨拶（代理柴田銀次郎〉．

続いて地元代表名古屋商工会議所高橋副会頭より祝詞を得て盛会裡に進められ午後1

Ilg＇より 311寺までお念講淡が行なわれた。
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（記念研究報告〕

「名古屋港と地域経済について」 .....（名古屋大学教授〉岡崎不二男

（記念講演〉

「港湾管理経営問題と港湾の近代化」……（青山学院大学教授）北見俊郎

(3）部会所在地，役員，会良

部会事務局所在地名古屋市瑞穂区瑞穂町字山の対ll

名古屋市立大学経済学部気付

役員 部会長 酒井正三郎（南山大学）

副部会長 野村寅三郎（名古屋学院大学〉

理 事 橋本~三（名城大学）

II 岡崎不二男（名古屋市立大学〉

II 富田 俊三（商工会議所〉

II 小林陸自II（名古屋港管理組合〉

幹 事 松永嘉夫（名古屋市立大学〉

監 司5 井｜品l弘太郎（名古屋大学〉

／／ 富安正美（東陽倉庫KK)

会員 6月現在 92名

所属（大学関係26名官公庁関係28名会社関係38名〕

(4）中部部会設立後の状況

部会が設立されたばかりで具体的に動き出すには，ある程度のH奇聞を要する。関係

者から期待される，調査研究を実施するには，先づ基礎造りが先決である。従って研

一究熱心な部会員によって，プロジェタ ト，チームを編成，調査研究課題を選定，積

鋭的に取組み，権威ある部会活動を実施するため，実施要領の策定段階である。今後

層会員諸子のご支援とど指導を重ねてお願いする。

（文責 ・宇尾野俊夫〉

関西部会

3月271:1，芦屋市民会館において昭荊146年度関西部会を聞いた。参加者30名。
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神戸市港湾局岸孝雄氏から「神戸港港湾労働訓練センター構想についてJ，大阪市

港湾局大西英雄氏から「大阪南港複合ターミナノレプランについて」の研究報告がなさ

れた。岸氏は，すでに訓紋施設の設置が進行している横浜の例を紹介されながら，神

戸の訪l協Ifセンターにおいても，技術のみでなく社会的な人格形成の場としても完備し

ていきたいと現況の報告がなされた。質問の中で訓練センターの運蛍主体にっし、て疑

問が出され，港湾法の解釈はどうするかなどと討論がなされた。

大西氏は， 複合流通団地の建設予定である大阪南港の開発プランについて述べら

れ，当面考えうる建設タイプとして 4種の方法〈多線型，平面＋立体型，多層型．装

［丘型）とその特徴について報告された。フレートライナー，トラックターミナノレとと

もに港湾のターミナノレを開発しようとする新しい方向を具体化されたものとして興味

深いものであった。

{{jl会席上3名の学会加入申入れ者があった。

4. 理事役員会開催状況

(1) 大会l時理事会 （昭和46年10月5上l，於清水市〕

E 報告事項

(1）第8回大会完了の件

(2）事業促進の件

A) 年報・名簿・資料配布の件

B) 部会活動の件（年報 ・学会記事参照〉

C) 中部部会発足の件（ が 〉

D) 昭和46年度大会準備の件

E〕その 他

(3）来年度大会にともなう件〈別紙参Jliの

(4）会員増減の件（別紙参照〕 （年報 ・学会記事参照〕

(5）会計事務の件（別紙会計報告参照〕

E 協議事項

(1）会計 （予算 ・決算〉承認の件

（文京・柴田悦子〉
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(2) 部会活動の件

(3）役員改選 ・会則変更等に闘する件

（必来年度大会の件

(5）その他

（付） 事務局要望事項

(1）会員の労作 ・動的｝の報告要望および労作放刷配布の件

(2）来年度「年報」原稿の件

(3）新規会員推薦の件

(4）会員名簿整備の件

(5）来年度大会にともなう件

(6）その他

(2）常任理 4_1';: 会

① Iii'!.不U46年2月61:1 ' 1=1本港湾協会談話室にて第l巨｜の常’任理基i会が開催され

た。報告事項および協議事項は下記のようである。

I 報 告事項

(1) ｜昭和45年度大会終了の｛Lj:

（清水大会開催後の整理，残務処理報告）

(2) Iii!,手1.146年度大会準備の件

（横浜大会報告者アンケート，大会財政事情，横浜市との打合せ事情

その他〉

(3）年報（記念号〉刊行準備の件

（生！神~ 9号一＋IJ行事情，編集方針，原稿募集，アンケート発送事情）

(11） その他

（久リーピング・メンバー整理事情〉

アンケー ト（ 3年間会費未納者対象） 70名

｜加入継続希望者 16名
退会者 54名

（但し適当なH寺期退会者中より特定の者に再加入をすすめる〉

立 協議事項
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(1）理事改選にともなう委員会の件

① 下記の者をもって委員会を編成し， H百荊146年4月頃開催予定の常任理事会

までに理事改選を中心とする原案を挺1:1:¥する。

委員会構成，会長副会長願問常任理事院査事務局長および事務局

幹事

②委員会開催要領

各委員に原案草稿を事務局が前もって送附し，各委員の訂正意見をとり，そ

れをまとめる。委員会を開催し最終案を決める。

③原案作製の要領

木学会の特性なり背景等を充分考慮する。 j也j或1:19（部会）な配分を考J台、す

る。その他職j或織成をも考慮する。

(2）会費値上げに関する件

発足以来正会員会費 1,000円であったものを 1,500円とする。 （会Jllj変更 ・大

会総会での常任理事会一任〉尚賛助会員については従来通りとする。

(3）来年度大会に関する件

主として共通論題のテーマを具体的に決定することにあった、共通論j琶の趣旨

な下記のよう にすでに示されていたが，表現上の技術的な点で論議をつくレた

が，まとまらないので趣旨を尊重して，事務局に一任するものとする。

記 ：（広域港湾問題を中心とする港湾管理，経話，港運業等の近代化について〕

ω昭荊147年度大会に関する件
昭和47年度大会開催地に関して大体の案を検討したが，柴田副会長よ り神戸港

の提案があり，次回常任理事会において決定するものとした。

(5）会員税減の宇｜

清水大会以後の入 ・退会申込者の検討が行なわれた。

② H自荊146年5月28日，日本港湾協会談話室において第2[!'i］の’前任理事会が開催さ

れた。報告事項，および協議事項は下記のようであった。

I 報告事項

(l) 昭和46年度大会開催の件
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(2）年報編集の件

(3) 中部部会発足の件

住）理事選出家の件

(5) 昭和45年度決算報告の件

lI 協議事項

(1) 昭和l5年度決算承認の件

(2) 昭和46年予算案編成の件

(3）理事選出案の件

理事選出にかんする方向付けのために，常ff理事，その他を対象に行ったアンケー

トの大要は下記のようである。

(a）選出要項案としては大体良しとするものが多いが，港湾の特性からして，地域

性を尊重すべしとする意見が多い。

(b）候補者選出方法については， 特にj也j或別推薦率についての見解が多くみられ

た。

（巴）郵送投票の方法については了解されるが，地域性，！職域性については具体的な

意見がょせられた。

(d）選出事務について大体了解された。

(e) その他， 評議員を不安とする見解及び．これに関する具体的な立見がよせられ

た。

(4) 会員増減の件（入会Fj'Iし込み〉

(5) 昭和47年度大会開催地の件 t事11戸港に内定〉

(6）その 他

（尚，理事選出にともない将来検討する必'JE'あるものは，新理事会の成立後あらた

めてとりあげるものとする。〉

5. 理事改選について

｜昭和45年度大会（清水〉総会において，恋FJ.；：改選についての協議市‘項が可決され，

その運蛍については従来の常任：im~rr.会に一任された。したがって桁任理事会は理事選
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出委員会を構成し，選出の方法， その他を再三に亘り検討の上，下記規約によるもの

とした。

尚理事選出にともなう手続きおよび円程は次のよ うである。

一
日
月
5
H
一

『

－

Z

E

－

一
大
会
総
会
了

2

5

一

一

一

理
事
決
定

一

大
会
時
理
事
会
｜
叩
月
4
日

常
任
理
事
会

選
出
委
員
会

計

一
開

票

結

果

↓

T
（
立
会
人）

明

一9
月
お
口

百一小

集理事選出集B目候補者

（無記名）

9 9 
月月
6 20 
El ；；： 「l
頃み〆
発色切
送

投円 ~1_:_i~ 1t1~1 ~ 

｜記2
11 I定

C1！日己名〕

8 
月
:31 
II 
〆
切

（報
告
）

（報
告
）

理 事選 11:＼内規① 

き71> しは1. 

またできうるかぎり公平かっこの規定は．木学会の特性，歴史的背景を考慮し，

民主的な方法をとり入れて，下記のような要項にもとづき選出を行う。この規定に

ともなって生ずる諸問題等は会員ljにもとづき理事会及び常任直下）：；：会においてとりあ

ト「る。

選出権．被選出権2. 

選出総および被選出ra：は，入会年度大会後満2年を経過した疋会員および賛助会

員 （代表者〉が有する。

候補者選出方法3. 

理事候補者を下記要領により推薦する。

(1）全会員による推薦候補者〈自己推薦も可）をつのる。

(2) 抗llt.ifl民補者は地域性， i倣域性を考慮する。
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4. 理事選出方法

(1）推薦された候補者を対象に， 全会員による投禁によってJ!l!'IIを定める。

(2）理事はJ也i或i~I： ， 職域性を考店、する。

尚， 選出の結果，選出委員会は，客観的立場より，かぎられた数の理事が学会

運蛍上必要と認められた場合に限り委員会選出理事を推薦しうる。

5. 選出事務および実施要項

(1）選出にかんする事務は，選出管理委員会を構成して，その任に当る。

(2) この規定によって選出する際の具体的な市項，また必要と思われる実施要項

等は別途定める。

(3）理事候補者，および理市の選出方法は郵便投票によって行う。

(4）理事選出は年度大会前に終了し，理事決定は大会li1Jの'if;(T:理事会（理事会〕

を経て大会総会の承認をうるものとする。

6. その他の事項

(1） 会長， 副会長， 常任理市，評議員， r；：；~在，事務日長その他の役員は，新用事

会成立後会則によって定められる。

(2) この規定は，昭荊]46年度より実施される。

②理事選出実施要項

1. この要項は選出内規にもとづき，選出実胞にともなう具体的諸問題について定

める。

2. 選出に当つては，下記要領により選出管理委員会を梢成する。 偶成委員は選1:1:¥

委員会により定められる。

委員長 柴田副 会長

副委員長 束 常任理事

委員 その他の’常任理111：，事務局長および事務局幹事，各部会τj;：務

局責任者

3. 理事候補者及び羽！事の決定数は下記の'Jl.＇攻により，地域性，l倣j域性を考rc：する。
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③地域性

（会員10名＝ ( ＇！拾5入〉＝につき，候補者1名，理事1名を投票するの〉

(45年度現在会員数による〉

403 

i也 域 JJIJ i会員合計 ｜推附者数 ｜理事定数
①北海道山 ｜ 32 3 3 

②東 北（ 2〕名

rMJ 東（131）名 133 13 13 

③北 7 1 1 

④中 部ω 13 1 1 

⑤関

広 島 (1）名 43 4 4 

⑥九 9 可ム 1 

237 237 23 23 

職域名 （地域性の項に同じ〉

職 域 男lj 員 数（%） 理事梢成比率

①大 83 (39) 40% 

②研究所 26 26 (10) 10% 

③官公 If 58 58 (24) 20% 

④業 界 58 58〔24〕 20% 

⑤その他 7 

不 明 5 13 c 4) 10% 

237 237 (100) c約） 100% 
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尚上記数表は基準を示すものであり，実際の問題については，各地域および部会の

事情を噂重し，理事定数についても委員会選出理事 （内規4条2項〕の活用を行なう

必要があると思われる。

④推薦候補者の決定方法

全会員により，地域別候補者を投票した結果に対して全体として職域別の比率

に合せて投票数上位より，理事決定数の約倍をもってきめる。

⑤ 理事の決定方法

上記の候補者数（J也1或別〕により，投薬の結果，全体としてl隊j或別の比率に合

せて投票数上位よりきめる。

⑥候補者投票および理事投票の開票にあたっては，選出管J!l!.委員より立会人を

定め集計事務を行なう。

謹 告

会長矢野剛先生は＇ 1!lli熱肺炎にて 6 月以降東京都立夜原病院に入院，.~，の

ところ，8月23「l午後10時30分頃お亡くなりになりました。 （解）~IJ により nm

舵iとのことです〕

10周年全国大会をT]IIにして誠に痛恨のいたり に存じます。

ここに直しんでお知らせすると共に，この10年間の御舟労をしのび心よりご

冥福をお祈りEjJしi二げます。

尚，お通夜 （8月241=1) （自宅〕

館i ~~ ( 8月25「l〕 （自宅〉

告別式 （8月26「｜〉 （池袋木教寺〉

埋葬式 （8月29口〉 （池袋木教寺〉

等がそれぞれ行われ，本学会からは御香料，花輪吊辞などを鉾；げ，叉会員な

らびに関係者各位も出席され弔慰を示しま した。

尚，街l逃族より，矢野先生の御泣言により学会への寄附金ならびに文献寄贈

の旨お申1±¥がありました。詳細については追って御報告致しますが，以上I灰

敢えずのお知らせと共に御巡族のど平安を念じます。

昭和46年9月5口

円木港湾経済学会事務局

n木港湾経済学会会員各位様
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港湾研究文献目録

はしがき

1. この文献目録は「港湾経済研究」 (No.2, 3, 5, 7, 8）の各号に収録してきた「会

員業績」リストおよび，木誌 No.9に収録する分の向上リストをもとにして，そ

れらを項目別に再編成したものである。

2. したがって， この文献目録の収録範囲は「港湾経済研究」 (No. 2) 刊行時

(1963年〕をさかのぼる10年頃 (1953年〉より1971年2月頃までの間の会員の研

究業績を示すものである。

3. 「会員業績リスト」の再編成に当っては次のような分類項目にしたがった。し

かし，項目別再編成の分類基準は主として Iテーマ lに依存したため，適正を欠

くものもあると思われ，また分類にむづかしいものもふくまれるのでこれらの点

については尚，今後の作業で補ってゆかなければならないものであることをおこ

とわりする必要がある。

l. 港 湾 全 自立 10. 長l EB 港ー 問 題

2. 港 湾 史 l l. 港湾開発（計画〕

3. 港湾管理運蛍 12. 料 金・運賃問題

4. 誌L' 1湾 財 政 13. 広域港湾問題

5 港湾政策（行政〕 14. 都市と港湾問題

6. 港 1湾 労 働 15. 地域と港湾問題

7. 港 湾 産 業 16. 臨海工業と港湾問題

8. i名 事宅 'ill 17. クト 国 港 i宵
9. 港 湾 i'Jl[ 通 18. ｛岡 Jjlj 港 湾

（交通海運・鉄道 ・運 19 関 連 匹目 J担
河・空港コンテナ

4. また，目録中の「区分」は著者，共著，訳書，謙訳，論文，資料， 書評（紹介〉

等の別を示す。

5. すでにのべたように，これは，学会員の「業績リストJをもとにしたので，必

ずしも目録のすべてが「港湾研究」そのものとはかぎらなし、。
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港湾全般

発表テーマ ｜灰分｜発表箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

港湾経済の研究 著T'f- Fl本港湾協会 1964. 11 矢 野 岡lj

「国民経済と港湾J 著書 1958. 11 北見俊郎

港湾経済文化論序説 著書 横浜市 1968. 3 II 

港湾論 II 海文堂 1968. 6 ，， 

経済発展における「港湾研究」 共二詰
同「新海文運し館いと発港発行湾

1964. 11 ，， 
の方法論的考察

の展
のために」

輸送革新と港約 ミ生：~！｝ 港湾経済研究
所

1968. 4 喜多村昌次郎

'/II}.迎と港湾の新しい発展のため 共王者 同 x 
lこ

釘i 1964. 11 中西 ｜｜宅

海運国際収支特に港湾経I/Jiの分 II 船主所協会海運 1965. 6 II 

析 研究

〔RochdaleReport) 諜訳 神奈川県経済 1966 高見玄一郎
英｜芸｜における港湾改革の方向

調日査本会港湾経済

μそf:.~

Movement for the Establi 吾行ifUJλ .. Kobe Econom・ 1954 柴間 銀次郎
shment of Free Port in Japan. ic & Business 

Review, No. 

港湾というもの II 東 京 港 1955 矢野 同1

定期船港についての若干の考察 ノY 東 京 港 1955 II 

経済の不均等的発展と港湾 II 「経済系J33・4号 1957 北見俊 nil
商港論に関する覚書 ／／ 「フエリス論 1957 II 

-Terminalの意義一 集J3号

港湾研究法 ノY 人文地理学研
究報

1957 I王 幸雄

海港の性絡 ／／ 海の世界 1958 矢野 同lj

港湾の新しい考え方 II 日本港湾、協会 1958 北 見俊民rs
「港湾」

国民経済と港湾 著：trr 日本港湾、協会 1958 II 

日本経済の不均等性と港湾問題 論文 日本経済政策 1958 ノY

年報No.4

港湾における「技術」と経済 II 「H 」Vol35 1958 ノY

No.7 
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発 表一 ア 一 ーマ 1区分 ｜発表筒所 i発表年月 ｜氏 名

日本の港湾 三E・11マ二凡広f よ也 理 1958 柾 ~主 雌

－港湾経済論組立てのための考 ／／ 交通学研究 1958 中間 ｜陸
短河呈、ミ

労働費の上昇が港湾荷費に及ぼ II 横浜港湾荷役 1961 北見俊郎
す影響について L共同研究J 研究会

経済成長と「港湾」 II 「交通学研究」 1962 II 

経済発展と港湾の基本的関係 II 貨物No.11 1962 ／／ 

（上〕〔下J No.12 ノY

ターミナノレにおける「技術」 と ’F Handling 1962 
経済（上） （下〉 Management. ／／ ／／ 

Vol. ll. No.9 
No.10 

最近のわが国貿易港の重要需品題 ／／ 地 理 1962 柾 主幹 雄

港湾経済について ノY 日本海事新｜苅 1963 矢野 岡リ

港湾と貿易における基本問題 II 日本貿易学会
年宇佐 No.1

1963 北見俊郎

St. ローレンスシーウェイの経 ノY 「5経6号済系」 55・ 1963 ／／ 

済的効果と港湾

経済発展における港湾への一考 II 「埋立と波深」 1963 II 

祭 No. 5 

港湾経済の意義と諸問題 ノY 「港 湾」 1963 II 

港湾経済の本質 ノY 「港湾経済研 1963 II 

究」 No.1 

統計からみた港湾の姿 ノY （印刷 物〕 1964 l詰 文雄

港湾取扱貨物量の変動要素につ II 
第運輸6調巻査第月2報号 1964 

II 

いて

公共陣頭の公共性について ノY 早稲田商学 1964 .5 中間 l陸
No.173 

港湾、経費の海運経営に占める位 ノY 船主協会月報 1964, 9 II 

l宣と国際収支に及ぼす効果 No. 9 

公共投資と港湾 II 「港湾経済研 1964. 11 北見俊民11
究」 No. 2 

港湾経済学体系・試論 II 「港湾」
Vol.41 No.12 1964. 12 ／／ 

港湾、と地域経済・社会 ノY 「交通学研究」 1964 ／／ 

海運国際収支と港湾経費 ／／ 港 事雪 1965. 2 寺谷 武明
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発 表 ア 弓ミF ｜区分｜発表箇所｜発表年月｜氏 名

港湾のTu:'ll!性 論文 城西経済雑誌 1965. 4 矢野 岡リ

セントローレン久のシーウェイ II 国土産業経済 1995. 5 
と港湾問題

経問済題発点展における港湾の役；！illと ／／ 経年済政策学会
報 No.12

1965. 5 北見俊郎

工業化と港資湾本（上〉的 II 「経済系J 1965. 6 
ーその 主義性絡一 No.65 

転換期をむかえた港湾問組 II 「貿易と関税」 1965. 11 喜多村昌次郎

貿易港湾問題の一考察 II 
論中央主主大7学巻商6学号

1965. 12 三橋文明

II＊港湾経済学会北海道部会に II 北海道港湾号経 1966. 5 上原附三自ll
際して lfl （創刊 〉

港湾における体制的合理化と II 「経岱研究 1966. 7 柴凹悦 子
その内容 （1.2) (84.86号〕

港湾における輸送体ilJIJの近代化 II 「交通学研究
年報」

1966.10 北 見俊郎

工業化と港湾（下J II 「経済系」 1966. 11 
No.70 

本邦港湾の特性と当面ーする重安 者文 日本財政経済 1966. 12 中正 孝 雄
諸問題 研究月報

Vol. 13No.12 

経済発展と「港湾問題」 論文 日本財政経済 1967. 2 北見俊郎
研究所報

経済発展と港湾のビジョン II 「切るい市政」 1967. 5 
1967. 5 

港湾における「合理化」とその II 「運輸と経済J 1967. 6 
flヰ造的問題性 1967. 6 

港構造湾における「合理化」とその ／／ 「運輸と経済」 1967. 6 
的問題性 No. 7 

港を洗う近代化の波 ／／ 「エコノミス ト」1967. 6 柴回悦子

社会科学6)としての「港湾論」 ／／ 「港湾」 Vol.441967. 8 北見俊良ll
(1，～ No.8. 9, 10. 12 9.10. 

Vol. 45No.1. 2 1968.12 
1969.1.2 

経済発展と港湾機能 ／／ 「港湾経済研究」1667.10 
No. 5 

港湾焔設利用の問題点 II 「港湾経済研究」
No. 5－号

1967. 10 今野修平
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発 表ー ア 一 ーマ ｜区分 ｜発表箇所 ｜発表年月｜氏 名

輸入食糧とこれからの港湾 論文
輸会記入食糧協集周議年

1968. 1 今野修平
創立20
念論文

港湾革命談議 (1～5) II 「港 湾」 1968. 7 東 守雪
～11 
1969. 1 

港湾近代化をめくって（12.3) II II 1968. 8 喜多村昌次郎
9-10 

港湾の経節的性絡に関して II 「港湾経済研究」 1968. 8 柴田悦子
No. 6 

港湾に対する私見 λy 「港湾」Vol.46 1969. 4 浅薬 尚 一

流通経伐と港湾体制 II 「港湾」Vol.46 1969. 5 喜多村 昌次郎

流通革新と港湾機能（上・ι｜」・下〉 II 日刊巡輸タイ 1969. 8 ノY

ムズ

港湾の近代化 ノY
「運運輸輸調と査経局済」

1969. 10 高見玄一位ll

港湾運送機能合理化の考察 ／／ 「港湾経済研 1969.10 宮地光之
先」 No. 7 

港湾の近代化と「制度Jの問題 ／／ 「港湾経済研
究 No.7

1969.10 佐々木高志

人間・そ経の済基と礎港晴旬湾諸
／／ 「港湾Jvol.46 1969.11 北見俊郎

一 問題一 No.11 

市民生活と港湾 ／／ 「港湾」Vol.46 1969. 11 柴田悦 子
No.11 

港湾の合理化と近代化の基礎条 λy 「輸送展望」 1970. 6 北見 俊良II
｛牛 No.96 

1:1本経済の発展と港湾の本質的 II 
「会日年本報交」通学 1970.10 ノY

課題

港湾における公共性と経済性 II 
「究海所事報産」業研 1971. 1 和泉 P:ft三

天野剛者「港湾経済の研究」 書評 早稲田商学 1965. 4 ノY

No.179 

；｜ヒ見俊民II著「国民経済と港湾」 II 泌 事母 1966. 3 喜多村品次郎

北見俊郎著 「港湾論」 λy 「海 運」 1968. 8 ノY

北見俊郎著「港湾論」 II 「究港」湾経済研 1968. 8 』正 主主 kilt 
No.6 
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発 表 ア 一 ... ｜区分｜発表箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

北見俊自II「港湾論J 書評 「経済系」 1968. 10 柴田悦子

「港湾経済研究， No.7 ／／ 「、港湾」No.3 1970. 3 北見俊郎

「輸送湾産革新と浴会湾産業」 II 「海運JNo.516 1970. 9 II 

（港 業研究編）

槍山千里編「中山民主次先生伝」 紹介
経「北済海研道究港」湾No.5 

1968. 4 徳 田欣 次

北見湾俊」郎を 「アジア経済の発展と ／／ 「究港」湾経済研 1964. 中西 陸
¥1!i 読んで

海運系新新論発集展刊行会「海運と宇佐 ／／ 「港湾」 1965. 8 北見 俊 郎
湾のしい のためにJ Vol.4No.8 

矢野岡lj「港湾経済の研究」 II 「港湾」Vol.43 1966. 12 ／／ 

“Towards an Economic App- ／／ 「港湾経済研 1970.10 東海林 滋
raisal of Port Investment” 究」 No.8
(R. 0. Gross〕

日本港湾経済学会編「流通革研f新 II 「泌 ~·fiJ」 1970.12 徳 ｜王lj伏次
と土師兵経泊」 ( 港湾経済 先
No.8) 

港湾，サーヒスコス トの分析 資料 111 冊｝ 1962 是常福治

分「港析湾」のもたらす経済的利益の ／／ 巡輸省港湾局 1994. 3 北見俊郎

港析湾のもたらす経済的利益の分 II 運輸省港湾局 1964. 3 ミな：谷武明

経済発展と浴湾のピジョン ／／ 「切るい市政」 1967. 5 北見俊民II
No.23 

「港化湾問題」をめぐる合理化と II 「ヲf働経済」 1968. 7 ／／ 

近代 No.15 

港湾の体系と体制 II 「港湾」Vol.46 1969. 12 ノY

No.12 

神り戸）港史概説（ 1部協力者あ 著書
神同戸港名振発興協行会

1961 持仁 孝維

近代港湾の成立と発展 ノY 東洋経済新報社 1962 高見玄一郎

史け的考察よりみた変革期のはし 共著 港編湾産業研究 1968.12 今 野修平
運送 会 No.2

港湾の昔と今 論文 海の世界 1958 矢野 関U

わが国主要貿易港発展形態の分 ／／ 日本会経年済政策 1961 松浦茂治
析 学報X
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発 表 ア 一 ー才 ｜区分 ｜発表箇所 ｜発表年月｜氏 名

本邦戦時港湾施策 論文 日本港年湾経済 1963 矢野 問1
学会報No.1

港的湾における海上貨物輸送の史 II 港湾労働 1964. 3 荊l 泉雄三
概説

港連企業の史的分析 II 11 No.96 II ／／ 

東北野蒜築期港覚湾え書 II 横浜市立大学 1963 寺 谷武明
一明治前港研究序説ー 論叢15巻1号

三光汽船発展史論 II 三論文光汽集船34年 1964. 9 岡庭 ↑専

消水港袋史 II 港新しい海発運と
湾の展の

1964. 11 中正 幸雄

ために

Jj本における近代港湾の生成 II 
堀江海究保義編 1967. 1 佐々木誠治
「 事経済史
研」

升米iを石 II 「神戸港」 1967. 4 是常福治
一中1止の港湾使用料

本邦港湾政代策史序説 ／／ 「交通学研究J 1967. 10 寺谷武明
一明治｜待を中心と してー

「流的通革命と港湾」の世界 II 「港湾」 1968. 5 柾 2¥t 雄
史考察 45巻5号

港湾運送業の合理化と資本的集中 ／／ 
「輸港送湾革新産業とJ 1970. 8 玉井克輔

一主として戦前における史考
察一

わが凪主要貿易港発展形態の研 研究 一橋論叢44の 1960 松浦茂治
究 ノート 1 

掘江保］歳「海事経済史研究」 書評 V「港o 湾J 1967. 8 北見俊郎
ol. No.5 

大阪市港湾局編 「大阪港史」 ／／ 「究港」湾産業研 1969. 10 問中文信
No.7 

北海道の港運業の社史について 紹介
「北済海研道究港N湾o. 1968. 4 

徳田 j伏次
（その1) 経 5

イギリ ス戦時港湾施策 資料
学湾＇.＇2会経号h港年済研湾報経究！港済第

1966 矢 野 岡lj
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3－港湾管理運営一

発ぷアーマ I 12＜：~ 1 発表箇所時竺｜三一一名 一
経・，Oj；立j也

経営立J也政tilt

著書 1958 米花 稔

II 1961 

港湾企業経泊主体の自主化 ｜ ／／ ｜海運叢書 sI 1961 

1牢瀕ターミナノレ発展の一般理論 l II ｜港湾経済研究 I1966 
｜｜ 所

為替消3平協定概論 I II ｜千倉書房 I1938 

矢 野 間lj

高見玄一良11

小 泉 信

欧米のポート ・オーソリティと ｜共著 ｜明治100年記 I196s.10 I：矢 野 附I]
わが国の港湾管理 ｜ ｜念講座

「広域港湾の
開発と発展」
神戸市企画局

グ l II I 1鰯 31北凡 俊郎「広域泌総経討のあ り方

港湾運白の実証的研究

「港湾迎；留の実証的研究」
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港湾、運おの実証的研究

港湾巡悩に~］する研究 ｜訳書 ｜港湾都市協議会I1963 1北 見俊民11

(Booz・Allen& Hamilton ｜謙訳 ｜港湾経済研究 I1966 ｜高見玄一郎
l{eport) I I肋
i事頭タ ーミナノレ経蛍論 ｜ ｜ 

Problems in Port Administr-I論文 JKobeEconom-1 1962 ｜柴田 銀次郎
ation and Finance in japan. I lie & Business 

Review, No.9 

イギリ ス港湾の管理 ・経蛍1M皮 ｜ II ｜伊坂市助教授 I1964 
とその問地点 ｜ ｜巡歴論文集

中西 lklk 

木邦六大港における港湾収支の ｜ ／／ ｜横浜市立大学 I1966. 3 I寺谷武明
考察 L上 ・下〉 ｜ ｜論叢

港湾経泊のJill念と問題点 I II I「港湾経済研 I1965. lo I北見 俊 郎
究」 No.3
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( f) 

グ ｜「経済系」 I 1967, 6 I北凡 俊郎

I No.72 I 
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発 表 ア ーマ ｜区分｜発表箇所 ｜発表年月｜氏 名

「港湾講座」港湾ターミナ①ノレ経 論文 貿易実務ダイ 1967. 7 喜多村昌次郎
？よ？とポー トオーソ リティ ジエス ト

米国における港湾経営とポー ト II 貿易実務ダイ 1967. 8 ／／ 

・オーソリティ （2.3) ジユス ト

輸送革2.新3)と港湾ターミナノレ運送 II II 1967. 11 ／／ 

(1. .12 
1968. 1 

港湾巡？よ？の諸問題と基礎条件 II 「経済系」 1967. 12 北 見俊民IS
No.75 

港湾管理運蛍の諸問題（1.2. 3) II ノY 1968. 5 喜多村昌次郎

コンテナ輸送に必要な運送証券 II 海外商事法務 1968. 6 小 原三佑)j(i
I . TI .11 

私の提言「港湾経蛍に対する私 II 「港湾」 1968. 8 杉沢新一
見」

商学 ・経輸官；学論：および会法計学専攻 II 「貨物教室」 1968. 8 田中文信
者の運理研究方 222号

大阪湾ポー ト・ オーソリティ問 II 
港発神戸湾展市の編開広発域と

1968.10 東 寿
題

固定資産の再評価の滅価償却 II 「海外海事研 1969. 7 米山 談
究No.66

合理化一般とターミナノレ ・オベ II 「海述」No.507 1969. 8 喜多村昌次郎
レーション

港湾の合中理化と経蛍 ・労働 II 日刊迎輸タイ 1969. 9 ノソ

（上 ・ ・下〉 ムス

欧米のポートオーソリティとわ II 会「城誌西経済学 1969. 9 矢 野 問lj
が国の港湾管理 」Vol.5 

No.2 

広域港湾論観一主としてオベレー ／／ 「港湾経済研 1969. 10 高見玄一郎
ションの点からー 究JNo目7

雑貨埠頭ターミナノレ経営論序説 ／／ 
港「輸湾送産業革新」の

1970. 8 宮地光之

港湾経出の諸問題 ／／ 
長崎県大立国研際究 1970. 9 柴任！ 銀次郎

経所究済」「調学査研と

11本港湾におけるターミナノレ ・ II 「港湾経済研 1970.10 東 ヲ寺
オベレーターの論理 究」 No.8
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発 表 ア ーマ ｜区分 ｜発 表箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

「流通革新」における「港湾経 論文 「港湾経済研 1970.10 北 見俊郎
？よ：の基本問題 予iCJNo.8 

広域港湾とふJij(経詮； II 「港湾経済研 1970. 10 喜多村昌次郎
究」 ・oNs

ターミナノレ ・オベレーショ ンと ／／ 

「公共性Jの経済的意味
「港湾経済研
究」 No.8

1970. 10 千須荊1富土夫

欧米のポー ト・オーソリティと ／／ 「港湾経済研 1970. 10 矢 野 日11]
わが閣の港湾の管理問題 ヲiENo.8

公共H事政の効率化と公共性 ／／ 「港湾」
Vol.47 No.11 

1970. 11 宮 地 光之

向井船次若「港湾の管理開発」 書評 港湾経済研究 1966.10 喜多村昌次郎
No.3 

住任l正一「港湾管理と港湾運送 ／／ 「海運」 1968.10 北 見俊民11
の基礎理論」 Vol.45 No.10 

ロッテノレダム港の管理運蛍につ 紹介 東 京 港 1966. 1 ｜司 素夫
いて Vol.15 No.4 

アムステノレダム港の管理につい II λY 1966. 6 λY 

て Vol.16 No.3 

ロンドン港務)f,)の機構について ノY λy 1966. 10 II 

Vol.16 No.5 

ニューヨーク泌とそのお楽 資料 東 /'J'~ ザ占 1955 矢 野 ~~jl] 
（上） （一卜） 1956 

米i到港湾経’以前1査桜色i II 1959 JR 予言

ニューヨーク ・ポー ト， オソ リ ／／ 資首都両速研究 1960 小 泉信 一
ティのcJ＋業概11.' 料 No.8

ロンドン港の管理五g必 ノY 査運輸調査局調
資料No.572

1964. 11 井 上文雄

東京湾のボートオーソ リティ に II 

就て
神奈川県委託
吾6間b.~ムL且~

1969 高見玄一良II

港湾の経悩形態 II 全国市長会港会
湾都市協議

1970. 6 柴 旺l銀次郎
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4－港湾財政一

発 表 ア ーマ ｜区分 ｜発表箇所｜発表年月 ｜氏 名

港湾財政確立の問題点 著書 1960 是常福治

港湾の経蛍とその財政問題 論文 年国際経済研究号 1961 柴田銀次郎
報第11

都市港湾財政確立の問題点につ ／／ 

協集第議（4全会回国港総市会湾長都講会市演） 
1961 柴閉銀次郎

いて

各国港湾に於ける港費の比較研 ／／ 海外海事研究 1964. 7 古 川 留次郎
究 No.1 

港湾資産の推計と課題 !! 富士論叢 1964. 11 杉沢新一

各国港湾に於ける港費の比較研 !! 海外海事研究 1964 ii 川 有次郎
究

イギリス港湾の財政問題 ／／ 港湾経済研究 1964 rj・1 丙 ｜陸

港湾資産の雄計と課題 II 富士論叢 1964 杉沢新一

独立採算制とロンドン港庁の港 II 海運と港発湾の 1964 矢 ~＼f 同リ
許可財政 新しい展の

ために

港湾投資効果の判定 λy 海事交通研究 1966. 6 ,,, j7可 II圭

社会資本資産（とくに港湾資産 ／／ 港 T主l 1966. 9 竹内良夫
の地域分布〕

絵り宮方拭著「港湾の財政経蛍のあ 書評 日本港湾学会 1966. 10 柴田悦子
年村i No.4 

港湾資産のiff~~－1・（前編 ・ 後編〕 資料

経析官表発湾表J 

1957 官 ｜崎 茂－
画局およ
輸省港湾
料として

雑に誌要旨「捲発

港湾投資の収主主セI: 資料 国土産業経済 1966. 5 矢 野 同1

港湾、資産の評印Ii II 運輸省港湾局 1966. 11 杉沢新一

5－港湾政策 （行政〕 ，港湾関違法一

発 表 ア ーマ ｜区分 ｜発 表筒所1発表年月 ｜氏 名

社会学と社会政策との接点 著書 「社本会政策の I1960 
基 問題」

1岩崎重男

港湾三法の解説 II 五島 書店 I1965. 10・1松木 話j
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発 表 ア ーマ ｜灰分 ｜発 表 箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

各国港湾行政の実態 共著 日本港湾協会 1960 i嶋 文雄

バース，上屋，倉庫，併 論文 （神 戸港〕 1961 是常福治

船混み対策問題の根底にあるも ／／ 鯨言欧諸第l 1961 矢好 同lj
の 号

戦時下港湾対策の意義 ／／ 横浜市立大学一号
論議14巻2

1963 寺 谷武明

港湾運送事業法の改正と港運業 ／／ 雑誌 1966. 3 r「1 丙 目安
の将来 「海運J468号

「港湾問題Jと港湾近代化対策 ／／ 港湾 Vol.43 1966. 4 北見俊郎
の誕生 Vol. 4 

港湾投資と港湾政策（1・2・3〕 ／／ ／／ 1968. 2 喜多村昌次郎
3•4 

転換期の港湾政策 ／／ 「「l本経済政 1968. 3 北見俊民11
策学会年報」
No.15 

運送法規の基本的構造と問題点 ／／ 「貨物教室！ 1968. 6 問中文信
220号

〈イギリス＞ 1966年港湾法 資料 外国の立法 1967. 1 今 野修 平
No. 27 

港湾、と港湾運送事業法 論文 「港許可」 1968. 1 喜多村畠次郎

6－港湾労働一

発 表 ア ーマ ｜的 ｜発 表 箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

恐るべき労働第2巻 者fH （共同執筆〉 1961 大 山 吉郎

港湾労働の桝造と変動 ／／ 現ii )(_ ＇、’二：1一． 1964. 11 書多村昌次良11

港湾労務管理の実務 ／／ 1毎 ：女 ，長！： 1964 高見玄一良II

兵庫県労働運動史 共著 （兵府県発行〉 1951 大 山 吉 郎

港湾労働 ／／ 北海立総合経 1964. 3 ｜市I!fl 7，号
術研究所

港湾労働 ／／ 港湾労働所収 1964. 3 徳田 l欣次

港湾労働の構造と変動 ~，＿い； ；守－？I 村証 ：女 て弘 1964 喜多村 昌次良II

港湾労働に関する諸問題ー港湾
労働者の実態ー （未定稿〉

共著 lit¥' 写 1958 河越 if!: (T; 



港湾研究文献｜司録 417 

発 表 ア ーマ ｜区分 ｜発表箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

神戸港における港湾労働事情 章研一究叢 兵庫県立労査働
研究所「調

1952 大 山吉雄

研究議書」No.l

港湾労働者の収入の安定策 2ill訳 労働研究 1952 ／／ 

(A.A.P.DAWSO N〕

IL O第且ェ7囲内国運輸委員会の ／／ 「労働研究」 1961 ／／ 

一般報

港湾当運送す事業諸及びその労働関係 論文 ヲ'jj劫研究 1954 ノツ

の面る問題（1)(2)'.3)

港湾労働の実態と性格 ／／ 「経済系」32号 1956 北見俊郎

港湾の労働ボス制度をめぐる諸 II 労働研究 1957 大 山 吉郎
問題

神る戸資料港の「手配師問題」に関す 資料 労働研究 1957 ／／ 

下請制の発展と社外工制度 論文 日本労働働法学会
「労法」No.12

1958 ／／ 

Port Labor Conditions in Japan ／／ Kobe Econom-1959 柴田 銀次郎
-Particularly in Kobe port, in t立Business

Review, No. 6 

港地位湾労働に於ける日傭労働者の ／／ 国民経済雑誌-0・ 1959 ／／ 

第100巻第5

転換期をむかえた港湾労務対策 ／／ 「労働 研 究」 1960 大 山 吉雄

港湾労働対策関係資料 ／／ II 1960 II 

現神戸況港における港湾労働対策の ／／ II 1960 ノ／

本道における港湾労働の諸問題 ／／ 職業安定 1961. 1 及川 i日1
No. 48 

港湾労働の雇用実態 ／／ 社会政策学会年 1961 河 i也~： ff 
報10集「労働市
場と賃金l

神戸慣港における 日雇労働者の藤 II 「労働研究」 1961 大 山 吉封i
用行と労働条件

神戸港における荷役作業の実態 ff 国際幸R経済研究 1962 柴田銀次郎
年第12号

港湾労働問題の焦点 ff （全国市長会〕 ff 

北海道港運・企業 ・労働の現状 ／／ 「職業安定」 1963. 1 及 川 i¥JlJ 
No.f>l 



418 港湾研究文献目録

発 表 ア ーマ ｜区分 ｜発表箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

港湾運送業における労働力需給 論文 北海道の港現運
企業労働の

1963.3 徳旺i欣次

状

港湾運送業における労働力の需 II 職業安定 1963. 9 ／／ 

給実態 No.60 

港湾労働の問題点と将来 ／／ 「国土産業経 1963 北 見俊郎
i斉JNo.4 

経済発展における港湾労働 ／／ 「経済系」 1963 II 

イギリ λ港湾労働の現状と問題 ／／ 海運研究所報 1963 中丙 l陵
布、 19号

港湾労働者の組合ハイヤリング II 経済経伝研究 1963 山 本君主ー脅
ホーノレ制度ー一一海員組合との対 第14号（ 1 
j七

本道における冬期の雇用事｜言 II 経研I時報 1964. 1 及 川｜ 前1lJ
No.5 

ロッテノレダム港の発展の港湾労 ノY ＂＊船主協会 1964. 10 杉木 － nil 
｛動 月半I~

欧州港湾労働事情概観 ノY 海運研究所報 1964. 10 ノY

港湾労働の課題 ／／ 港湾経済研究 1964. 11 河越屯： （f:
No. 2 

アメリカ太平洋岸における港湾 II 輸入食組協議 1964. 11 II 
労使関係について 会報 No.194

港湾労働の現状と近代化 II 海運No.446 1964. 11 徳田欣次

機湾における労働の生産性と問 ／／ 「海運」 1964. 11 北見俊郎
題点 No.446 

港湾労働の硝1呆と楠矛lj施設の充 II 大
足

｜波 治 1964 jt;j 村忠也

家州の港湾労働事情 II 輸入食組協議
会W No.197 

1965. 2 河越市. ([ 

港湾労働法制化の回顧と展望 II 港 湾 1965. 4 喜多村昌次郎

ロンドン港湾労務管理と其の問 ／／ 事11
題

港 1965. 4 訟木 一 良II

不安定就労の規制と使用者の責 ／／ 季llJ労働法 1965.6 河越屯：｛壬
(l－港湾労働法の基調なるも No.56 
の一一一

木道港湾労働対策の推進 II 職業安定 1965. 6 及 川 百日j
No.71 
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発表テーマ ｜区分 ｜発表箇所｜発表年月 ｜氏 名

制労働の近代化条件についてi論文 ｜港湾経済附119日 61徳間欣次
I No. 3 

港湾労働の諸問題

港湾労働近代化の過程

グ l；京浜文化 I 1965. 7 I柾
Vol. 7 No. 2 

幸雄

!! l海 運 I1965. 9 I：喜多村昌次郎

港湾労働の基調 ｜ ／／ ｜ 「港湾経済研 119£6. 10 I II 

｜｜ 究JNo.4 

1毎員争議と港湾労働の課題 ｜ ／／ ｜「貿易と関税_II :966. 4 I II 

英国における港湾労働者雇用調 lII ｜国民経済雑誌 I1966. 10 I高村忠 也
整制度の生成 巴 巴 巴

横浜港における港湾荷役労働の ｜ II ｜「海
需給実態

連」I1966. 10 I喜多村昌次郎

英国の港湾労働者雇用調格制度 I" l大 阪 港 I1967. 3 I ；志村 Fit'、也
の新動向 (1・2)

「港湾講座」港湾労働をめくる l!! ｜「貿易実務ダ I1967. 4・｜：喜多村 昌次郎
諸問題点 (1・2・3) I ｜イジェス卜」 I5•6 

英国の港湾労働者雇用調整制度 I/1 I大 阪 港 I1967目 51高村忠也
の新動向（3) 目 ι 

港湾労働法の問題点と将来 I II ｜「労働経済」 I 1967. 7 I北見俊郎
No.11 

輸送革新下の港湾労働

港湾J.lli送の現状と港湾労働

北海道における不安定雇用の突 ｜ μ 
態

)1f＼頭の効率利用と港湾労働 I 11 

港習のjの近代化と運送の機械化 I !! 

船員の賃金体系について I !! 

港湾運送における港湾労働問題 ｜ ／／ 
の必礎

港湾における労働生産性 ｜ ／／ 

港湾労働実態報告書 （部分〉

グ ｜「港湾と貿易」 I1968. 2 I喜多村 局次郎

グ ｜「輸送展望」 I1968. 3 I斎膝公 D)J

「北海道労働 I1968. 3 I徳田欣次
研究」 104号

「港湾と貿易」 I196s. 5 I：喜多村 日次郎

「港湾経済研 I1968. s I和良雄 三
究JNo. 6 

「海運経済研 I1968. 10 I柴田悦子
究」 No.2 

「港 湾」 I1969. 2 I喜多村昌次郎
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発 表 ア ーマ ｜区分｜発表箇所｜発表年月 ｜氏 名

北海道における不安定雇用の実 吾dfftr.X: 「北海道労働 1969. 3 1f{j¥ 旺l欣次
態一臨＇＊＇時 ・El雇 ・パートタイマ 研究」 No.107
ーを心にー

港湾労働災害に察関する責任の所 ／／ 「港湾経済研 1969. 12 玉井克輔
在役についての考 一特に船内荷 究」 No.7 
労働についてー

港前労働論 ／／ 
横浜市所大「経産動業済

1970. 3 寺谷武 明

構都研市究造の変 と
問題」

港湾における教育訓練の意義と II 「海運」No.515 1970. 8 北見俊郎
課題

港湾労f!f:h者の供給側面について II 「港湾経済研 1970. 10 篠原陽一
究」No.8

北海道における労働力流動と過 II 「日本人口学 1970. 10 徳田欣次
来lj人口 会会：w」No.4
労務管理に見る港湾荷役企業の II 「港湾経済研 1970. 10 ま :JI二克繍
「近代化」について 究」 No.8

港湾労働近代化手法としての荷 II 

役工学
1970 松橋幸一

港湾、運送事業の近代化と労佼関 ／／ 「近代港湾｜ 1971. ] 害多村昌次郎
係 Vel.3 No. 2 

港湾労働はどう変わるか ノY 「港湾」Vol.48 1971. 1 II 

港湾運送事業と港湾労働 II 「よこはま港 1971. 1 II 

湾厚生JNo.54

港湾労働者をめぐる問題 II 会日本編労有働法学 今野修平

座「新1労8，斐労働法働閣講保

護法（2)

北海道の港湾荷役労働 書評 港湾経済研究 1964. 11 寺谷武 明

港湾労働 II 海運 No.447 1964. 12 古 川 哲次郎

港湾労働の構造と変動 II 「港湾経済研 1965. 6 徳間欣次
究」 No.3 

港f考さザ務管l!I!.の実務 ，， II 1966. 9 II 

No.4 

米国におけるj：患頭と港ターミナノレ ・ 資料 港事業湾貨物働災運送害 1968. 2 ~~＋多村昌次郎
オペレーシ ョン 湾労働

防止労協会
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発 表 ア --.. ｜区分 ｜発表箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

栗林労組編「栗林労働史」 書評 「港湾」Vol.46 1969. 7 北見俊郎
No.7 

栗林商会労働組合編「栗林労働 II 「究港」湾経済研 1969. 10 喜多村昌次郎
史」 No.7 

Maritime Cargo Transporta- ／／ 「究港」湾経済研 1969. 10 千須和富士夫
tion Conference N.A.S .. No.7 
San Francisco Port Study 

イギリ スの港湾労働事情とその 紹介 レファレンス 1964 河越重任
問題点 No.158 

港湾労働等対策審議会の答申と II 職業安定No.661964 II 

その問題点

喜多村昌次郎「港湾労働の構造 II 「港湾」 1965. 8 北見俊郎
と変動」 Vol. 41 No.8 

荷役技能訓練調査書 ／／ 横浜市港湾局 1966. 8 II 

北海道新、合経済研究所港 ／／ 「港湾JVol.43 1966. 12 ／／ 

「 湾労働」 No.12 

新潟県商工労働部編「港湾労働 ／／ 「港湾経済研 1970. 10 寺谷武明
者実態調査結巣報告書」 究」 No.8 

港湾労働の実態 資料 ヲj’働研究 1956 大 山 吉 !if~

港湾労働者の現状と住宅事情 ／／ 横浜市港湾局 1961. 8 北見俊郎

ニュー ヨーク港の港湾労働法制l ノY 国会法考図書館調査 1961 河越重任
立 査局調査
資料61-8

イタリアの港湾労働法lli!J II 向上調査資料621963 II 

-6 

オーストラリアの港湾労働法 ノY

〔世界の港湾労働事情（班）〕
労働研究No.1761962 II 

新しい港湾労働者の形成 II 「荷役と機械」 1962 北見俊郎
Vol.7 No.7 

曲り角に来た港湾荷役労働 λY 総研時報 1963. 2 徳田欣次
No.2 

北海道の港湾荷役労働 II 北海資道総研研 1963. 3 II 

究料 No.8

インドの港湾労働法制l〔世界の ／／ 労働研究No.1791963 河越重任
港湾労働事情（］）（）〕

「港湾労働等対策審議会」の答 II 「労働神奈川J 1965. 1 北見俊郎
申をめぐって No.193 
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発 表 ア ーミr ｜区分｜発表箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

港湾労働法をめぐる諮問題 資料 財団法人運輸 1966 大島藤太郎
調査年記局創念立20
集周 論文

欧米における港湾労働者の職業 ／／ 神奈川県委託 1966 高 見 玄一郎
訓練について 調査

港湾労働教育訓練の方向 ／／ 神奈川県 1970. 3 北見俊郎

7.港 湾 産業一

発 表 ア ーマ l 1x:'l} I発表館i所 ｜発表年月 ｜氏 名

倉庫経泊論 若手十 空宇 x 争上 1966. 4 松本
港湾と「産業貿易センター」 防i ／／ 横浜商て会議 1970. 6 北 見俊郎
j題 月「「

港湾産業の発展のために 共·~ 港編湾産業研究 1967. 2 λY 

会 No.l

港湾産業の発肢のために ／／ 港編湾産業研究 1967. 2 喜多村日次郎
会 No.l

（港湾産業の発展のために〕 ノY 港湾産業研究 1967. 2 市川 勝 一
会編 No.1 

物資流動と輸送手段選択の般移 II 北海道移出入 1968. 3 和泉雄 三
白書

輸送革新と教育訓練（変革期の ／／ ;&di編湾産業研究 1968. 12 市川 勝一
港湾産業〉 会 No.2

変革期の港湾産業 ／／ 港湾産業研究 1968.12 北見 俊民／S
会編 No.2 

変革期の港許可産業 ／／ 港湾産業研究 1968.12 喜多村昌次J)/S
会編 No.2 

変革期の港湾産業 II 港湾産業研究 1968.12 宮地光之
会編 No.2 

輸送革新と港湾産業 II 1毎 文 「】叫』『 1970. 8 北 見俊 郎

「輸送卒業fiと港湾産業」 II 1毎 文 ，三7・ュ 1970. 8 喜多村昌次郎

「輸送革新と港湾産業」 λY 海 文 堂 1970. 8 今 野 修平

倉庫醤業者の先取特権と留置権 論文 倉庫研究昭和
30年

1955 桜 井 正



港湾研究文献目録 423 

発 表 ア ーマ （区分 ｜発表箇所｜発表年月 ｜氏 名

港湾における「技術」 と合理化 論文 「経済系」37号 1957 北見俊郎
の問題

簡類倉易荷庫役荷サイロを利用した撤穀 II 大光阪倉庫協会 1961 桜井 正
役の合理化に就て 浩別冊

国際荷役協調協会の活動 II 泡： 運 1964. 9 松本一郎

港業湾輸送体系の近代化ー港湾運 II 「海運」 1965. 7 北見俊良ll
送の経伝的試論ー〔上 ・下） No.454・455 8 

港湾倉庫の整備発展 II 横浜市第史
4巻上
1966. 3 寺谷武 明

「港業湾講実座態」港湾運送構造とそ II 雑誌貿易実務 1967. 1 喜多村昌次郎
の務の (1・2・3) ダイジェ スト 2・3

＇，：；！；業倉庫の現状の問題点 II 「輸送展望」 1967. 3 斎藤公日！J

荷検役討よりみた定期船泌泊時間の II 「El本船舶学 1967. 5 西 山 安武
(n) 会誌」

港湾近•TI代〕化への基礎調査 II 海事産業研究 1967. 8 ／／ 

〔I 所報 1968.12 

冷蔵倉庫の現状とその動向 II 「輸送展望」 1967. 9 斎藤公比）J

港湾業務の合理化と海運 ／／ 「港湾経済研
究」 No.5

1967.10 ｜司庭 jJ!i( 

物的流通の近代化と保管機能 ／／ V「港ol湾と貿易」 1967. 12 千須荊l富土夫
oil. 3 No.12 

｜玉Ii祭海運貨物取扱業の現状 II ザ ・コンテナ 1968. 6 喜多村 昌次郎
エージ

l調際海運貨物取扱業の将来 II ザ ・コンテナ 1968. 8 II 

エージ

港湾産業合迎化と港湾産業の合 II 「海巡」 1968. 11 1X J山 光之
理性

i成近の保管漏要の｛動き と倉庫立 II 「港湾」Vol.46 1969. 9 斎藤公助
地 No.9 

港湾産業の組織と桝造（」二 ・＇・Iコ ノY 1:1干！Jilli輸タイ 1969. 9 喜多村 昌次郎
－下） ムズ

協同一貫輸送と港湾産業 II 「港湾」Vol.46 1969. 10 II 

臨港倉庫の機能と立地 （上 ・中 II 日刊運輸タイ 1969. 10 ノY

・下〕 ムス

食管今後体制を背①景とした農業倉庫 II 

の の動向
「輸送展望J 1970. 3 斎藤公 ll)J



424 港湾研究文献日銀

発 表 T ーマ ｜区分 ｜発表箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

70年代の物的流通機関別の展望
“倉庫” ② 

論文 「輸送展望」
（百号記念集〉

1970. 8 斎藤公助

食料倉庫の現状とその動向③ II 「輸送展望l 1970. 10 II 

港湾業務の屯算化とその問題点 ノY 「近代港湾J 1970. 5 三 ~j: 郷己

北海道の中小企業の基本問題 II 「政道研」 1970. 7 和泉 Ml~ 三

穀物サイロにおける内部流動現 λY 「港湾経済研 1970. 10 桜井 正
象と均－t!I＇出装置について 究」 No.8 

港湾産業の発展のために 書評 「港湾経済研 1967. 7 和泉雄三
究J No.5 

港湾産業研究会編「変革期の港 II 「港湾」Vol.46 1969. 3 北 見俊郎
湾産業」 No. 3 

港湾産業研究会編「変革期の港 II 「港湾経済研 1969.10 松橋主主ー
湾産業」 究」 No.7 

松橋卒ー「港湾荷役実務」 λY 「港湾」Vol.47 1970. 2 北 見俊 郎
No. 2 

流通革新と港湾産業 λY 「港湾」Vol.47 1970. 10 柾 孝雄
No.10 

「輸送革新と港湾産業」 紹介 「港湾経済研 1970. 10 柴 田悦子
（港湾産業研光会編） 究」 No.8 

港湾における石炭荷役機械の経 資料 運輸省調査局 1964. 3 井上文雄
也実態 調査資第料5 

54号

海運機能のバランスと余裕（港 II 北海道部会北 1967. 2 神代方雅
湾』漠能を形成する資本の契機〕 会海道交通研究

港湾運送業実態調査報告書 ／／ 運輸省港湾局 1967. 6 中西 IRii: 

倉庫の立地に関する調査 ・研究 ／／ 斎 藤公 助

グ 第E編首都地l或 1970. 1 

グ 第E編名古屋を中心 1970. 8 

とした都市闘

II ~N編大阪を中心と 1970. 12 

した都市圏
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8.－港湾情報一

発 義一 ア ーマ ｜区分 ｜発表箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

港研湾究におけるジャーナ リズムの 共著 港会編湾産業研究 1968. 12 荒木智範
（変革j切の港湾産業〉

l輸送革新と港港機湾産能湾業体J系（ハンブ II If.正 予父 堂 1970. 8 ／／ 

ノレク港産における 事情一
港湾楽と情報 をめぐって〉

港湾運＇id；と情報処迎 論文 「港湾」Vol.46 1969. 4 高見玄一良ll
No A 

港湾の＇I＃縦 II 「港湾」Vol.46 1969. 12 荒木智 秘

港湾における情報の研究 ノ7 「究港」湾経済研 1970.10 荒 木智種
No.8 

ジャーナリ ズムと港 資料 日本海事新聞 1969. 1 荒木智 種
社
「新年特集号」

9-1 港湾流通ー 〈交通，運輸，海運，鉄道，運河，空港，コンテナー〉

（交通 ・運輸〕

発 表 ア ーマ ｜区分 ｜発表箇所｜発表年月 ｜氏 名

昭和60年究の人口に対応する首都 著書 東査京会都市政調 1966. 6 北見俊郎
交通研

「日本交通の現状と将来」 λY 経 』Aニ 庁 1958 宮崎茂一

港湾流通経済の分析 箸書 東京成文堂 1967. 6 中西 ！陸

交通地理学 ｜共著 大 明 堂 1968. 6 柾 卒雄

現代の交通問題 II 労働旬報社 1970. 2 大島藤太郎

日本横断運河計画地域の輸す送椴調 ／／ 
研日本究産所業（刊構行造〉

1959 沢田 fi!f 
造査とその経済的基礎に関 る
lilt究（1)

LI本横査断造運と河計画地域的に於礎ける
／／ ／／ 1959 ノY

輸す送機調 その経済基 に関
る 研究（］［〕

貨物運輸の近代化一物的流通の ノ／ 行交通日本社刊 1968. 5 回中文 信
合理化を中心として

「輸送革新と港湾産業」 II 海 文 主 1970. 8 111 村 学
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発 表 ア ーマ ｜区分 ｜発表箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

一湾岸流通基地を中心としたー 共著 運輸通調経査局
鉄鋼材の トラック輸送 「交 済論集J

1970. 9 山 本 学

名古屋複合ターミナノレ構想 ／／ 中部経済同友
会

1970. 11 市 来消 也

現代の都市交通 ／／ 千倉書 房 小 泉信一

現代の都市交通 ；深訳 丸善株式会社 1960 II 

The Degre巴 ofDependency 論文 Ferris College 1958 北見俊民11
of Industrial Journal.No.14 
Machinery upon Import in 
Japan. 

都市高速道路の必要性 ／／ 「エコノ ミスト」
誌1958・7・19号

1958 小泉信一

セントローレゾプ、シーウェイと ／／ 海 1)1：研究 1959 矢野 問lj
港湾問題

工業の地方分散と運輸政策 ／／ ill£愉調査月報 1960 旺I •:Iこl 文信

富山県綜合開発音｜画における交 ノY 北陸経済季報 1961 II 

通部門検討

道路建設の経済効来 ／／ 番大経済論叢 1961 植村福七

都市の発展と交通体系 II 所:tl'／収， 千5倉命書房 1963 岩崎重男
浜市大 ~ 

トラ ック資本の現況分析 ／／ 北海道労働研 1964. 3 和泉雄 三
究

横浜市の交通事業 ／／ 経済の貿易 1964 岩崎重 :¥l'J

流通過程におけるわが国港湾の ／／ 早V<大社研誌 1965. 5 中西 ｜塗
f支持リ論 01.10 No. 2 

港湾物資流通機構の近代化とそ ／ノ 港湾経済研究 1966. 10 λY 

の方向 No.4 

道路と港湾 ノγ 高動速率道路と自 1966. 11 右E 孝雄

Vol.9 No.11 

輸送の「近代化Jと全港湾輸送 ／／ 「港湾経済研 1967. 10 北見俊自II
体制 先」 No. 5 

アメリカにおける港湾と輸送の ノY 神査奈川県書委託 1667 高見玄一良11
近代化について 調 子I'&告

物的流通合理化の研究方法 ノY 「貨物教室」号 1967. 12 田中文信
214 



港湾研究文献目録 427 

発 表 ア ーマ ｜区分 ｜発表箇所 1発表年月｜氏 名

貨物誘致ーその意義と手段 論文 貨物教室215号 1968. 1 問中文信

外国交通・運輸文献の聞読につ II II 216号 1968. 2 II 

いて

貨物運輸と工業立地との関係 II 「公蛍評論」号 1968. 3 II 

217 

物的流通経済論序説 II 「社会科第学論号 1968. 4 ／／ 

集」 4

総物合交通体系的にみた北海道の II 
総の体合交系通化究工に学関

1968. 3 筒浦 明

一資道流内動主要工場を主体とした輸 する研 グノレ
送ノレートー ーフ

北海道における物資流動からみ II 
日本港「湾北経海済道 1968. 4 

／／ 

た港道湾内の位置つけ 学部会会誌」主要工場を主体とした輪
送ノレー トについてー

交通 ・運輸理論への接近方法 II 「貨物教室」号 1968. 5 田中文信
219 

貨物輸送革新と物iilli問題 II 「公営評論号」 1968. 9 II 

第13巻9

経済面からする運輸問題の研究 II 「貨物教室」号 1968. 7 II 

221 

鉄鋼の流通と鉄鋼専門埠頭計画 II 「港湾荷役」 1968. 9. 今野修平
(1. 2) Vol.13 No.5. 6 10 

交通理論の新しい側面 II 「貨物教室」 1968. 9 田中文信
223号

大港湾の実現と交通体系 II 「広発域港発湾の 1968. 10 柾 主主 雄
開と展」

物的流通コスト分析による港湾、 ／／ 「海事報産業研 1968. 11 西 山 安武
近代化へのアプローチ（共同研 究所 」
究）

地域開発と交通 II 「地域3開集発と 1968. 12 柾 主幹 雄
交通」

貨物輸送力増強とストッグポイ II 「貨物教室」号 1969. 1 国中文信
ント 227 

流通過程における港湾の立場 II 「港湾」 Vol. 1969. 5 北見俊郎
46 No.5 

物的流通「近代化」の問題点 II 「大阪港」No.951969. 5 柴田悦子

物的流通「近代化」の：官、義と本質 ノY 「経済」 1969. 6 
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発 当主 ア ーマ ｜ゅ ｜発表箇所 ｜発表年月 ｜ 氏 名

流通経費と港湾、輸送（上・中・下〕 論文 日刊運輸タイ 1970. 1 喜多村昌次郎
ムズ

交通学の対象に関する学説の批 II 
市大邸学「社園会短期科

1970. 1 EH i:Jコ文信
判と巡輸サービスの概念につい

学学論集 No.7て

大分j也lメーj{.fj業流通の近代化 II 「大分大学研 1970. 1 松浦茂治
究所；械」 No.5

物的流通小火 ／／ 「物的流通」 1970. 2 宮 ！町－武雄

交通学の対象に関する学説の批 II 「社会科学論 1970. 2 田中文信
判と運輸サー ビス 集」

貨物運輸業務への電算機導入 ／／ 「貨物教室」 1970. 7 ／／ 

新時代の貨物運輸の構想 ／／ 「輸送展望」 1970. 5 ／／ 

輸送近代化と協同一貫輸送業 ρ ｜ 「輸送展望」 1970. 8 市米消也

北海道における輸送高度化と間 ／／ 「北海道交通 1970. 8 事Ji 代方雅
題点 研究会・会報」

新しい港湾Jlli送体制への転換 が ｜「運輸と経済」 1970. 9 喜多村昌次郎
Vol. 30 No.9 

明治百年の物的流通史 ノY 「企業と流通」 1970, 11 宮野武雄
～1971, 1 

流通革新と港的利用の方向 ／／ 「港湾」Vol.47 1970. 11 1J l村 学：
No.11 

物的流通と港湾機能 ／／ 1971. 1 II 

「法院鉄政修鋼大士2学課4」大学
程

ニューヨークニュ－ ＇／ヤージー 紹介 「j菖路建設」誌 1960 小 ）jl f.J ー
都市地域主lの幹線道路共同開発計
画の展

シカコ市の古111市高速道路網計l出l ／／ 「道路連設」 1961 II 

慨安 No.161 

瀬戸λ析の経1斤調書 (l〕 資料 調査 w告 1962 他私i’じ村
II g) 〕 ／／ II 1963 λγ 

λr ノY ／／ 1964 ，， 

有末， ~；IE , I’t ,,J~ r交通地理学」 古；¥iiiι l港湾」
Vol.46 No.l 

1969. 1 ：｜じよ－~ （~ !ill 

物的流通市場の実証分析 資料 運輸調査局 1998. '7 杉沢新 一

高速道路の維持管理費研究 ／／ 日本道路公団 1969. 1 
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発 表 ア ー ーマ ｜区分｜発表箇所 ｜発表年月｜氏 名

都市と輸送 （輸送歳時記〕 資料 「物的流通J 1969. 宮 !ITT’武雄
No.1～4 8～1 

結合一貫輸送調査報告書（共編） λy 港所湾経済研究 1970.3 北 見俊 郎

結合一貫輸送調査報告書（ ρ 〉 II ／／ 1970. 3 千須荊l富士夫

三告河書港流通加工基地計画調査報 II 「運輸経済研 1970. 12 今 野 修 与IL
究センタ ー」

9 2海運

発 表 T ーマ ｜区分｜ 発表錨 所 ｜発表年月｜氏 名

鉄鉱石輸送と鉱石専用船 著書 五島書店 1958 岡庭 時、

海運の概要 II 成 JlJ 堂 1959 II 

日本海運金融発達史 II 手ム 刊 1959 ノY

海運面よ りみた資源輸送 ／／ 科学技術庁 1960 ノY

資源、輸送と海運経伝 II 科学技術庁 1961 ／／ 

i二｜；本の船員 II 労働科学波書 1961 西部徹ー
No.16 

身代｜こ｜ 本泌巡~o品ー集〉 II 日刊海司i通信社 1961 ｜刈 l返 ｜場

オーナーと呼ばれる海運企業 ノY 五島書店 196l II 

海運の経伝 ノY d仕 文 A止U止． 1963 II 

海運産業構造の研究 II t毎 ヌ； a五、，！， 1964 λY 

海運の知識 II 治： ヌ； ＇ーU門己<. 1970 古 川 哲次郎

｜｜本の交通問題（第8掌内航海運〉 共著 「ミ不ノレバ」 1967. 4 柴出悦 子

北海道と本州各地域との物資察交 ／／ 北白書海道移出入 普1968.3 和泉雄 三
流の推移一物ii:¥:による考ー

タゾカー専用船の発達と海述経 II 「身通経代｜｜本の 1968 .8 附白昼 ｜事
’，：ι！＼ ’ 交済」

船員の労働力の構成について 云..~し.;,: V労o働科学 1954 副部徹 ー
l.30 No.2 
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発 表 ア ーマ ｜区分 ｜発表箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

海運金融機関の構想 論文 ！「運輸と経済」 1955 ｜間町 t専

第二次大戦後変の遠洋不定期船の II 「運輸と経済」 1956 
強絡とその化について

Present Status of Japan’5 ／／ Kobe Econo- 1965 柴田銀次郎
Shipping. 

一一
Review, No. 3 

船積すの｜時期とそれの持海つ意保味に ／／ 「商経論集」 1957 中西 陵
l羽 る考察一貿易， 上！険， （早大）
海運よりみて

海運金融の特殊性と今後の方向 ／／ 「海 運J 1957 岡庭 博

我国海運企業における株式資本 II マインタイム 1958 II 

レビュー

景気変動と海道経＇i話。について ノY 「海 運」 1958 ／／ 

船員の労働と傷病にl刻する研究 ／／ 11 Vol.35 No.7 1959 凶部微 ー
第 l¥hl～第5{'& ～No.9 

船員設備の傾向について ／／ 11 V ol.35 No. 6 1959 II 

徳川i時代の海運金融機関，三橋 ／／ 「海事経済」 1959 ｜刈庭 t事
会所について ／／ 

日本における海運金融の発達 II 「海事研究」39号 1959 ／／ 

国際汽船における海辺金融の教 II 「海事経済」 1960 λy 

設｜｜

長期契約に関する一考祭 II 「海 述」 1960 ／／ 

低｜摘発｜芸｜海運の現状 ／／ 三光汽船調査 1960 ／／ 

資料

itJj迩金融における融資の法則 II 日本交年通学年会 1950 ／／ 

1960 研究報

インダストリアノレキャリーの発 ／／ 「海 述」 1960 ／／ 

達とその本質にっし、て

船舶共有制度について ／／ 海運浪者.4 1961 λY 

i'f]j)lli経済の成長と船JJl'!:Pl；充 . ／／ マリタイムレ 1961 λY 

ビュー

わが｜王lオーナーの実態と本質 II 「海事研究」45号 1921 II 

日本海運における独占形態 II 「立命館経号済学J1961 II 

10巻3
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発 表 ア ーマ ｜附 ｜発表箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

海運における長期契約の運賃 論文 11本交年通学報会 1991 岡庭 ｜寺
1961 年

如何にして高金利に対処するか II 「海 運」 1962 ／／ 

海運金融問題について ／／ バンキング 1962 ／／ 

170号

海運における経営構造の変化 ／／ 「海運」No.7 1962 ／／ 

海運企業の合同の意義 ／／ 「海運JNo.9 1962 II 

経済成長と海運 ／／ 交年通学年会1962 1962 ／／ 

研究報

海運業と港湾港荷役実 ／／ 「海事研究」49号 1962 佐々木誠治
一神戸の情に即してー

船員の健康教育について II ノYVol.39 No.6 1963 西部徽ー

海の再運補検討助政策の限界と市場椛造 ／／ 「海運」No.I～21963 岡庭 t噂

海運業のJ以主主 ノY 海運号研究号所報 1963 ／／ 

12 16 

海運における経仰の転換 ／／ 海運No.IO～11 1963 ／／ 

観光事業のあり方 ／／ 
観年光報学2会号研究 1963 

／／ 

j也j或開発と海運 ／／ 交年通初f学究会年~世963 1963 ／／ 

国際収支と造船金融 ノY 「海運」No.3 1964 II 

海運業に現われた経話転換につ ／／ 大阪交通短大 1964 II 

いて 記要3号

海運経伝説t座 II 「海運」 No.1 1964 II 

～12 

海運業の収益性 II 「海運と港湾の 1964 II 

新しい発文展のた
めに運（同館〉

クロ ーズアップされた三国間輸 II 「海」No.440 1964 古 川 哲次郎
送助成11~］度

仕組み船の問題 II 11 No.443 1964 II 

自社船問題について II 11 No.444 1964 II 

久ポッ ト輸送対策 』Y グ No.446 1964. 11 λY 

海運業に現われた経伝転換 大紀阪要交通大学 1964. 51岡庭 博
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発 表 ア ーマ ｜区分 ｜発表箇所 ｜発表年月l氏 名

海運の特殊費用研究（1) ｜論文 早稲田商学： 1964. 9 中肉 ｜除
eppartun ity costsについて No.174/175 

海運の特殊費用研究（2) 「交通学年報」 隙
out・of・pocketcostについて 1964 

ifO:運経；~f；の岡観と展望ー グ ｜外航労務協会 1965. 1 I松木 ms 
叢担？

トイツ側近況概観 I 11 I「瓶 運｜ 卜蜘 zI // 

外国新興船主の経岱及び収後 II II 1965. 2 II 

「｜｜本陣…殊政策と ［ 11 I 1-1tiJ 連J 1悶 ｜岡庭
一般政策」

海運業の国際競争力 I II I ttt.:3'~f.lj'J~il'Hfili 1965. 41 
造船市場構造の変化と侮運への II 海中ー建業研究 1966. 2 
影轡 Wr 

アジアシーウェイについて ／／ 「港 許可」 11鰯 61竹内良夫

アジア γーウェイの構想につい ／／ アジア経済研 1966. 8 
て 究所「アジア

の域述内協力と
海 J

砂矛I）類の海上輸送橋大：化傾向に ／／ 「港湾経済研 I1966. 10 I棚橋貞明
ワいて 究」

佐々木誠治箸「内航海運の笑紹介国民経済雑誌 I196. 1 1 I柴田悦子
態J

船型大型化の経済性とその限界 l1 11 1 r交19通6学7勾研ヨ平究骨J企I 1967. io I附庭 博

海運機能のバランスと余裕 II 「n本会北港湾海経 ｜｜ 1967 
済学 道 ｜；例代方 ~l~
f.11会誌」

専用船と国際貿易 ／／ 四 13巻2号 11968.21今野修平

｜｜木の内航海巡の地理学的考察 ノ／ 「東北地理」.fヨ, 1968. 7 II 
20巻3

はしけ運送の成立と変革 ／／ 

（都市交通の諸問題）
「交通学研究」 I1968. 10 I II 

物的流通と海述 ・港許可 グ 誠文老｜こ「貨物 I196s. 10 I柴！Tl 悦了今
と流通」
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発 表 ア ーマ ｜区分 ｜発表箇所 ｜発表年月｜氏 名

プレー トライナー輸送方式の椛 論文 「貨物教室」号 1968. 12 国中文｛高
オd山ヰ1、 226 

新海運政策と海運経；：~；のあり方 λ／ 「海運」 1969. 5 岡庭 博

海運流通の斉合併：ーそのI ノY 「港湾経済研 1669. 10 事11 代方郊
究JNo. 7 

日本海運の資木構成及び附！のlII 「海運」 1969. 10 米 l[[ 言権
問題

海運経自の今後の変化 I II 「海運i 1970. 1 同店主 f手

スてテベ人夫傷害と堪航1;1：につい ｜｜ II i 航海学会 1970. 6 久保田 ff・夫

海トー輸送 （物流部門の革新） グ ｜「金融四科IU 1970. s I市 来 ir'i' 血
秋零号

海運市場におけるtを需「ド給心分」析 II ｜神戸出~v研大I学絞 1970. 8 7：＞.；下｜同止＇＂・ーザンマンの所論 としてー ＇，：：＼＂学 究年
！日仁｜

オランダの「造船 ・海運の予測fli¥ が I 「船協月縦J 1970. 9 赤 ~Fl ~0：男
に関するシムポジウム」に出 Vol.11 No.9 
して

「造船長と海予運測lに関する中j切なら II 「ifj}.'l.f産業研究 1970. 10 ノ7
びに j羽 の間際シムポジウ

所｛；［~」 No. 5 1.52 
ムJについて

カーフェリ ーと新輸送方式 II 「9荷月役号と機械J 1970. 9 市来消也

ザンマン「世界海運市場論」の II 「海運経消iilf 1970. 9 宮下 院i生
経済学的基礎 究JNo. 4 

海運経済学の成立 II 「海事交通研究」 1970. 4 小 島昌太郎

輸送機関別展望 ー 海運 ／／ 「輸送展望J 1970. 10 市 来 j古 也

海運流流通通の斉化合性方 （そのE・海 II 「港湾経済研 1970. 10 事11 代ブrJJff~ 
運 斉合の 向） 究JNo.8 

新向しい産す業立地と考内航海運の動 II 「海運ー経済研 1970. 10 今 日！r修平
に関る予察的察 究J3 

円木海運業のj収様性ー 書評 「海運研究所 1964. 8 岡庭 f事
判t」 No.26

佐々木誠治著「l付事陸海運の実態J ／／ 「北海道港湾 1967. 5 徳間 欣次
経済」 No.3

｜柏村弘i 七四国海運の現況と分析 資料 1962 

本州四国間輸送稿：~予測 ／／ 
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発 表 ア ーマ ｜区分 ｜発表筒所 ｜発表年月 ｜氏 名

日本の内航海運の現状と問題点 資料 「教養｜時事」 1965. 10 11E ヨド Ml~ 
No.357 

スエズ運河の閉鎖、の影響と海運 II 「II寺事教養J 1968. 11 II 

の動向 No.420 

物的流通と内航海運 II 「海運経済研 1969. 10 柴田 悦子
究JNo.3 

北海す道 ・本州問貨客輸送状況に II 北海道開発周 1967. 11 子1.十嵐 II出夫
関る研究

海上貨物輸送需要想定について ／／ 北海道開発周 1969. 2 II 

現代世界海運の構造 II 「善関ふ西大学商 1969. 10 東海林 滋
学集」 Vol.
14 No. 4 

9-3鉄道

発 表 ア "7 If;<:分 ｜発表箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

富山・直江津間鉄道の輸す送力鳩査 主咽主ヨH止 1961 回寸I 3ど f~i
強（複線 ・ 電化）に~I る調

向調書 （改版〉 II 1964 回巾文信

神奈川県における鉄道輸送事情 II 神査奈川県経済 1962 i笥見玄一郎
調会

コンテナ一般ターミナノレ 論文 中央評論 1967. 7 麻生平八郎

国鉄財政の再逮策について II 「公必評論嬰17 1968. 2 回 rl,X ｛；言
第13-2

国鉄と市政 II 「都市問9題号研 1968. 9 中正 5ド M~
究」 59巻

湾域高速鉄道の構想 II 「港湾経済研 1970. 10 浅葉尚一
究」 No.8

9-4運河

発 表テー マ ｜灰分 ｜発表箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

本邦運河経済論序説 ｜論文 ｜「経済と貿易JI 1968. 3 I征 宰 維
I I No.94 I I 

運河の発達とその意義 ・機能の ｜ II I 「港湾｜ I 1958. 11 I II 
惟移 I I 45巻u8・ 
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発表テ ｜云分 ｜発表箇所｜発表年月｜氏 名

わが｜詣における運河発達の特性 ｜論文 ｜「港湾経済研 I1967. lo I柾 幸雄
究」 No.5

9-5 空港 ・コ ンテナ

発 表 ア → 、 ｜区分｜発表箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

国際航空貨物流動状況報告書 著書 日本関税協会 1968. 1 柾 孝雄

世界の:ze運と空港 ／／ 「地理月報」 1968. 12 II 

No.114 

ニューョ－ !I港庁が経＇／：！；する空 資料 JR 一万』ミ 込ー 1955 矢野 岡lj

港

国際j銀上コンテナ輸送と外貿担割 ／／ 

城誌V西o経l.4済N学0会.1 
1968. 12 II 

頭公団の出現

国際主主海上コンテナ輸送をめくぜる 共著 成 ¥II A五" 1969. 2 喜多村昌次郎
12 

コンテナ輸送の知識 ／／ n経文庫 1970. 5 市来 li＇；也

査国際海上コンテナ輸送の実態調 ／／ 運輸経済研究 1970. 11 中正 孝雄
センター

コンテナーオベレーションの経 訳手干 港所湾経済研究 1968 高見玄一郎
済l!~論

rtbり角の大平洋航路一現状とコ 論文 地 理 1966. 8 今 野修平
ンテナ化による問題点ー 第11巻第8号

コンテナ輸送と港湾運送の基調 ／／ 「海 巡」 1966. 9 喜多村昌次郎

海上コンテナー輸送と港湾 ／／ 「大阪港」 1966. 12 松本 清

Containarization in Japan and ，， 港所湾経済研究 1966 高見玄一郎
Yokohama in Particular 

海上コンテナー輸送体制と港湾 II 「海運」No.4701 1967. 5 北見俊郎
労働の問題点

コンテナー埠頭の沈思録 II 「国民経済雑 1967 佐々木誠治
誌」 11-6

コンテナ リゼーショソと港湾労 II 「海 述」 1967. 11 喜多村昌次郎
iYPJ 

港湾近代化の基本問題 II 函館大学論集 1968, 3 京l泉株 三
ーコ γテナリゼーションと労働 第3；間
関係の前近代性一

コンテナ輸送に伴う港湾問題 II 「海運」 1968. 9 北見俊郎
No.492 
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発 表 ア 目マ l区分 ｜発表箇所 ｜発表年月 ［氏 名

国際主コンテナ貨物輸送とアメリ ｜｜論文 ｜｜ 「名城巻商学」 I 1968. 9 I橋 本 英
カ要港湾におけるコンテナ ・ 第18 第 I号
ターミナノレ

海 ｜二コンテナと海運開 I // I四一 1968.11 I柴問悦子
コンテナタ ーミナノレの運蛍をめ II 「海運」No.498 1969. 3 喜多村 昌次郎
くって

海上コンテナ輸送1か年の回顧 ノY 「港湾JVol.46I 1969. 10 I斎藤公助
と展望 No.10 

欧州主要港湾のコンテナーシス II 』Ui 1只 市 I1969. lo I高見 玄一郎
テム

{rj＇総に おける交通のあり方 II 「季lll沖縄」 1970. 5 今 IJ野 修平

港湾問題の木質と東京港の課題 ／／ 「東 京 港J 1970 II 

I.JI.]I 

コンテナ輸送と泌ー湾運送業の諜 II 

港海「湾輸産送文業革新｜常と
1970. 7 市川勝

題

輸高村忠を也編「国l深海 ｜ユコンテナ 書評11 「港湾」Vol.46I 1969. 4 I北見俊郎
送めぐる12草」 No.4 

G. Haussmann; Transcontai- ／／ 「港湾、経済研究」I1969. 4 I荒木智稀
ner U mschlag No.7 

国際コンテナ貨物輸送について 紹介 ｜ごl本商業英語 I1968. lo I橋木英
の若干の考察 時寸4ムヱ、

コンテナターミナノレ ｜資料
湾 I1967. 1 I池

コンテナーシステムの全貌 II 港所湾経済研究 1967 高見玄－郎

アメリカ港湾視察報告 II 港所湾経済研究 I1967 ’F 
L コンテナーリゼーションと
オークランド

コンテナは陸海空を駆けまわる ／／ 主幹 雄
（上，下） Vol.2No.1～2 2 

10.一自由港問題一

発 亥F ア ーマ i区分 ［発 表箇 所 ｜発表年月｜氏 名

自由港の研究 著書 同文： 11954 

自由港の起源とその史的発展 論文 年国際%！経第済4研号究 1954 
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発 表 7 ーマ ｜灰分 ｜発表筒所 ｜発表年月 ｜氏 名

lll:Wに於ける自由港の経也実態 壬日itじλ入' 
年国際報経第済5研号究 1954 柴田銀次郎

自由港設世の可否をめぐる基礎 II 「経済系29J号 1956 北見俊郎
問題

米国型自由港に於ける ／／ 研究紀要 1966. 3 業「f 宮宏、良
Free-Trad zoneの実質，実務．
実態について

ヨーロッパ実型績自，由実港務cs実ing態 ／／ ノY 1966. 8 ／／ 

a pore）の，に
っし、て

台徴湾の自由港高l主雄義輸出加工｜ズの II 
学「論国際集経」済大 1967. 12 

／ソ

特と現代的 の考察
第1巻第l号

長内港崎港構想の貿易 ・経済的役割｜と白 II 「長研崎究文所化経 1969. 2 ／／ 

済限」 季

自件l港の復虜1 II 「港湾経済研 1970. 10 柴田銀次郎

｜詔評
'JEJ No.8 

柴田銀次郎著「自由港研究」 「経済系J27号 1956 北見俊郎

11.ー港湾開発 （計画）ー

発 表ー ア 『、 I 1><:'l} I発表街所 ｜発表年月 ｜氏 名

港湾計画論 著占 II木港湾協会 1956 束 手雪

港湾計同 ，， 海 文 堂 1964. 10 宮崎 j'J. 一

むつ運河対策基礎調査 II 協国会民経済研究 1966. 4 柾 ード 必I~

地域開発計画論 ／／ 「l本経伝出版 1967. 10 
＂＂＇‘台、
米花 稔

会刊l

観光港の現状と開発への課題 論文 「港湾」Vol.64 1969, 8 今 野修平
No.8 

わが国における最近の港湾計画 II TI'ij学集志 1964. 10 in: 11支 すd
の発展 No.34 

港大湾にお港ける「計広域行政J ノY 経自研究合 1965. 9 柴田悦子
一阪神開発画をめ くっ 7.8.9 併号
てー
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発 表 ア ーマ ｜区分 ｜発表箇所 ｜発表年月l氏 名

北海道開発の実態 論文 新評論干IJ「地 1969. 3 徳 田 欣次
域と産業」

用石狩の確湾保新港の建設と背後土地利 II 
（自関己附係〉機関へ 1970. 2 利1 代方雅

大分新産一都地建域設開進発捗と
II 大分大学済経済 1970. 2 松浦茂治

公害防止一 学所部経 研究
No.4 

70年代の港まちづくり ノY 1970. 3 永瀬栄治

海洋性レクリエーションリゾー II 「港湾」Vol.47 1970. 8 今 野 修平
卜の地域的展開とその核として No.8 
の港湾

港湾再開発の基本的問題と「あ ／／ 「港湾」No.12 1970. 12 北見俊郎
り方」

港湾と港湾（計画〉図について 紹介 地図Vol.4 1966. 8 今 野修平
No. 3 

小樽港港湾計図書 資料 小樽市開発局 1959. 8 事11 代 方旅

銭極I副港計画 （石狩湾新港〉 ，， λr 1961 ／／ 

幸 雄伊勢湾臨海地帯工業開発計画百 1963 中正
(l=I木工業立地センター〕

三重県低開発地域工業開発計図 ／／ 1963 ノY

書 向上〕

木邦，四国間輸送需要最予測 II 建 設 省 1964. 3 和町村福七

小神港の副港計画について II 北海道交通研 1967. 1 事11 代方雅
ザノロU正.:fk

群馬県経済開発報告書 報告書 国土計画協会 1962 林 実

愛媛県中夫都市圏建設計画 ／／ ノY 1963 II 

奈良県総合開発 II ／／ 1963. II 

12.一料金運賃問題 （船荷証券・保険〉ー

発表テーマ恒l発表箇所陛出氏 名

公主主企業料金論 n

y

n

U

 

F
D

勺
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n

y
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線

究
新

研
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済
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東
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常
国

Y

著

ノ

竹中竜雄

港湾運送運賃料金入門 山 本長英
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発 表 T 円マ ｜区分 ｜発表箇所 ｜発表年月｜氏 名

倉庫保管料荷役料入門 著書 港所湾編経済研究 1971. 1 桜井 正

保険法海商法 ／／ 島 谷英郎

海上運賃と外国貿易の相関性 苦，，(m‘ーx_ 国民経済雑誌号 1957 柴田 銀次郎
第96巻第2

海上運賃変動の法J~lj と今後の市 II 海事：経済 1959 岡庭 l:i!f. 
況観測

海上運送におけるター ミナノレ・ II 海 運 1962 佐々木誠治
コストの問題

港湾使用料のあり方 ノY

第協集議（5全会回国港総市会湾長都講会市演〉
1962 柴田銀次郎

イギリスにおける港湾諸料金の II 「港湾経済学 1964. 11 中西 i陸
徴収制度と問題点 研究」No.2

港湾費神値戸上げについての一考察 II 海 運 1964 高 村 J忠 也
一一 港に重点をおいて一一

公話交通企業料金論 λ／ 都市問題研究 1964. 12 竹中竜雄

1962年信改訂荷為引替信用状統一規 II 名城商学 1965. 5 橋本英三
則と用状取 No.14～49 

着船売買と港の慣習 II 「ジユリスト」
海事判例百選

1967. 11 小原 三佑嘉

貨物質率の構造と流通コスト λr 「貨物教室」 1967. 11 田中文信
213号

Bill of Ladingは果して船荷証 II 海外商事法務 1968. 1 小原 三佑嘉
券か

通し船荷証券について II ザ ・コ ンテナ 1968. 7 喜多村 昌次郎
エーシ

海上保望険創生史料をめぐる学説 II 「甲南経営研 1968. 9 ！勝呂 51、
の展

究第」9巻第2号

入浴料問題について II 大阪港 1968. 10 ｜凶庭 ｜導

コンテナ船荷証券にI刻する技術 II 「神戸外大論 1968.12 小原 三佑嘉
論的研究 謀長J

設運定賃率型論の進化的発展とその II 
市大邸学「社園短会期科 1969. 3 田中文信

の理想的原理について
学A論守以与， 集」No.6
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海運市海場の構賃成論に関する一考察 論文 「神説戸1大年学経 1969. 6 宮 下 国 生
一上速 の基礎としてー 蛍学 報」

xv 

ザンマンの海上運賃論 ／／ 「海運経済研 1969. 10 II 

究」 No.3

・uulf!.海辺市場解体の理論 II 「国民経済雑 1969. 12 ／／ 

ーザンマン教授の所説を 誌」 Vol.120
中心にしてー No.6 

検数 ・検量：・鑑定業務について II 「かすと協む」会 1970. 8 市 川 勝一
口木関税

港湾運送事業金運賃料金と港湾運 ノY 「港湾経済研 1970. 10 山 本 ：l乏 英
送近代化基 について 究」 No.8 

保l険l存学雑誌総目録（1895～1970) 資料 日本保険ド売学品会〉 1970. 11 ）勝呂 5L 
（ 呂，ほか2名共編〕 140頁 :HJ Cヨ

13.一広域港湾問題一

発 表 ア ーマ ｜区分 ｜発 表箇 所 ｜発表年月 ｜氏 名

港湾における「広域化」問題 l論文 日本経済政策 1969. 5 北見 俊郎
学会年¥Ja

大都市港湾の問題点と将来 λY 「港湾経済研 1969. 10 ／／ 

9'CJ No. 7 

）ぶi或港湾とポー ト・ オーソリテ II 「海運経済研 1996. 10 II 

ィIt司！也 究JNo. 3 

東分京担湾内諸港における貨物流動 II 「港湾と貿易」 1970. 6 千須荊l富士夫
の動向 No.11 

'JAPANESE CITIES” ／／ “Special Pub・ 1970. 10 今 野 修平
(Port of Tokyo Funct即 lS lication”No.2 
and Roles of th巴 SeaPort in 日本地理学会
the Metropolis－ーウ

神戸市編 「広域港湾の開発と発 書評 「港湾経済制 1969. 10 1自 tr.；： 雄
展」 究」 No.7 

大都市港湾の現状と問題点 資料
研「1交96究通6生年F学報研究」

1966. 11 今 野 修平

対東京す湾における広域港湾計画に II 「港湾経済研」 1966. 11 II 

る一指針 究 No. 4 
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14. 都市と港湾問題

発 表 ア 『、 ｜区分｜発表箇所｜発表年月 1氏 名

大都市と公議事業 著書 東洋経済新報 1960 竹中竜雄
ネ土

日本の交通問題（第7章港湾） ／／ ミネノレウーァ書
房

1967. 4 柾 宰雄

事11 戸 共著 ライフ’ラ リーシ 1962. 岸 孝雄
リーズ有斐閣

都市と交通（都市と港湾〉 ／／ 有 斐 閤 1965. 1 柾 三；主維

担交通〉地理学（都市開発と港湾分 ノY 大 明 ρ主u主， 1968. 6 今野修平

広域経済聞における函館市と隣 II 

j~UIJ；村
函館大学究産所業 1969. 9 荊l泉雄 三
凶発研 ¥1i 
告

函館通市と亀田II日における都市化 ノY 函館大学究産所業 1969. 9 II 

と交 開発研

広域経済閣函のもつ経済的社会合併的 ／／ 同 上 ／／ II 

諸効果ー館市と亀田町の
問題をめぐって

都市問題に関湾する講義集 II 

（都市と宇佐 ） 
全術者J:I本協建会設技 1970. 5 今 野修平

「都市交通問題」 II 汐 3ι ネ上 1970. 6 柴田悦子

講本題座』の第都『悦4市代巻問日

都市コンミ ュニティの抱射につ 論文 ；防浜大学論f設 1957 岩崎重労
いて

戦後w~浜の社会教育 II 「経済と貿易」 II II 

j忌近横浜の社会 II λy λY 

どうすれば室闘を中心とする！ム
j或都市閣はよくなるか

II 「室開J民報」 1961. 10 筒 1甫 砂j

広域事Jl市閣としての室闘地域の II 「I由理学評論」 1963 II 

地域構造的検討 Vol.36 No.12 

港湾都市への榊:ti;!CL..ー卜〕 II 「港湾JVol.42 1965. 9 北見俊 良11
No.9・11 11 

都市港湾論！？；説I-IV ノY 「海事産業研 1966. 8 今野修平
究所報」 No. ～11 
38-41 
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発 表 ア ーマ ｜区分｜発表箇所 ｜発表明 ｜氏 名

港東湾における都市再開再発の発問題 論文
一京港における都市聞を

「港湾経済研究」 1966. 11 今 !ITT’修平

例としてー

横浜港の横浜市に及ぼす経済効 II 
市所大「経経済済研と究貿

1957. 1 河西 稔
来

易」

都市と港湾 ／／ 「港湾」 1667. 11 東 寿

都変市貌化H寺代における港湾機能の ／／ 「カラム」 27 1968. 3 今野修平
号

港湾と都市の形成発展 ／／ 「都市問題研 1968. 7 柾 幸雄
究」 20巻7号

都市化と港湾の近代化 II 「港湾経済研 1968. 8 今野修平
究」6号

港湾とシティプランの基本論 II 「究港」湾経済研 1968 事11 代方雅
No.6 

食料輸入と大都市港的 ／／ 「経年記悩研念究」 20 1670. l 柴田悦子
周号（上〉

臨海都市と港湾 II 「京葉」 No.62 1670. 3 北見俊虫II

物的流通からみた大都市港湾 II 「大阪経済」 511970. 3 柴田悦子

横浜市課域における都市交通の動 ，， 「経済と貿易」 1970. 3 中正 幸雄
向と勉 Vol.100 

首都｜翻流通と繊浜港の機能 II 「よこはま経 1970.12 ノY

J汗JNo.10 

伊藤策善一著 「都市化｜時代の開発 書評 「潮」 6月号 1970. 6 北見俊郎
政」

15.一地域と港湾問題ー

発 表 ア ー守 ｜区分｜発表箇所 ！被年月 ｜氏 名

神戸港と棉花 論文 「雑誌神戸港」 1954 再ルム三' 孝 雄

港湾の後方地域 II 東 京 港 1955 矢野 阿IJ

一宮市羊毛織輸物工業の将来につい II 

一4中cl宮ヨ部，J市都市調学査会幸R
1958 松浦茂治

て（ 毛 入港廿併舟・ ・毛製品輸出港
についての内 を含む〉

コンミュニティ近代化への志向 II 横浜大学論議 1959 岩崎重男
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発 表 ア 一 dマ ｜区分｜発表箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

中部経済闘の貿易にみられる変 論文 報愛知学大研究 1960 松浦茂治
動究と成長 （中部経済臨港別研 告K
を含む〉

地域的工業化計画における公益 II 公益事業研究 1960 問中文信
ヰ；：業の機能および任務

四日市市の外国貿易 ・倉庫業・ II 

交通通信
四日市市央 1961 松浦 茂治

一宮市毛織工業製の体質出改善 （羊 II 

中一調部宮査市都報市学会
1963 ／／ 

毛輸入港，毛 品輸 港につい 第告書2次
ての内容を合む〕

瀬戸内開発のビジョン II 市 政 1964. 7 米花 事念

近閤整備の課題 II 都市問題研究 1964. 1 ／／ 

港湾と地域｜淵発 II 日本経済政策 1964 北見俊民＼I
学会年報

地輸域入開港発政策の実輸統的港研究（羊
II 日本会経年済政策 1964 松浦茂治

毛 ，毛製品出につい 学 1*XII
ての内容を含む）

北海道の物資流動と商閣 ノY 「地理学評論」
Vol.37 No.12 

1964 日市 i市 沙j

j也j或開発と交通計画 II 交通学会年報 1964 柏村福七

近圏整備の問題点 II 市 政 1965. 7 米花 稔

地域開発へのマネジメン ト的核 II 
「高地瀬域萩開太発郎」編

1965 II 

近

北海道における港湾商機能と背 ，， 北海道商工経 1966. 3 武 山 弘
後圏開発 済研究4号

地域開発の怒、議および内容と宇佐 II 

湾並びにそれに連絡する輸送手
富大経済論集 1966. 5 l正｜ 中文信

段による地域開発について

後進地域開発と港湾 II 「港湾経済研究」 1966. 10 jl:; 111 店、
No.4 

「地域側発」と港湾における生 ノY 「港湾JVol.43 1966. 12 北 見俊良＼I
産力支配（上・下〕 No.12 

ノ7 Vol.44 1967. l 
No.11 

港湾の影響一千葉港公共埠頭係の II 千 薬 市 1966 菊 地利 夫
千葉市整備と背後地との関ー

機湾能転機に立つ北海道開発と港 λy 「北海道港湾 1966 武山 豆、
経済JNo. 2 
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発 表ー ア 『、 ｜附 ｜発表箇 所 ｜発表年月｜氏 名

北海道の開発と日本港湾、経済学 ｜論文 「北海遊港湾 1967 上原撤三郎
ムコ＂＇ 経済」第l号

戦後北海道開発20年（1)（北海道 ，， 
開発第道論集第開（北一発

1967 II 

開発法制定まで〉

研究大所学発行

地域開発と港湾 ノY
合「北経海道年研立究総所

・l時報済」

1970. 2 利l 代ブ＇］ ~ft 

No.27 

地域政策とかL交通問題 ，， 
「域神開奈発川調県査地シ 1970. 6 HE 主主 :l'Jif 

リーズ」

仙台湾岸における港湾の羽況と グ 「仙台大学紀
1生Jれ ~」第 2 集

1970. 7 永野為紀

「地域開発」と港湾の課題 II 「京葉」 No.65 1670. 9 北見俊民II

「地域開発」とターミナノレ ・港 ノY 神奈発川県地jズ或 1970. 10 II 

湾の基本問題 開シリー
No. 7 

地域開発と港湾の基本的11d係と ノソ 「海中産業研 1970. 10 今 野修司ι
課題 究所搬」

No.52 

わが匡lの立ll立小業と埋立地域 ノ／ 1-J也 理」 1959 征 豆；主総

似j下j湾の担ll立ιcj；.業と周辺地域へ ／／ 「経済と貿易」 1962 II 

の彬響

北海道における港湾の地型的l.¥L ノY 「~tibii.註港湾 1967. 1 的浦 明
fi".1＇.と該都市 の産業人II梢造 経済」 No.2

北海道港湾における立地過程と ／／ II本港湾経済辻l 1967. 5 IUJ 社l J＼也
問題点

学経部r会i会済ヒ「北海ノー鰍」港
海道湾
J No. 3 

港湾投資と地域経治 資料 「凶土産業経
ifTJ No.11 

1964. 11 杉 V＼ 新 一

治的投資と地域経げf λr 巡輸省港湾局 1964 ／／ 

「港湾投資の地域側発に及ぼす
効果J （分担調査）

ノY II 1965. 3 北見俊虫II

港湾投資の地域開発に及ぼすがJ ノY λY 1965. 3 杉沢新 一
来に関する調査報告書
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発 表 ア ーマ ｜区分｜発表箇所｜発表年月｜氏 名

護湾投す資の地域査開発告に及ぼす効 資料 運輸省港湾局 1966. 3 中西 陸
に関る調 幸Ii 書 No.3

II （港湾資産調査要領〉 II II 1967. 2 II 

地域開発と港湾 II 第8回港湾管 1967. 8 五十嵐日出夫
理事務講習会

神奈川県の港湾事情 II 神査奈川県委書託 1967 高見玄一郎
調報告

16. 臨海工業と港湾問題一

発 表 ア ーマ ｜区分｜発表箇所｜発表年月｜氏 名

臨海工業港湾 論文 「経済系」 39号 1958 北見俊郎

湾1:1本〉の工業化（臨海工業と港 著書 古今 書院 1966. 1 柾 幸雄

千葉港の発展（京葉臨海工業地 II 千葉県刊行 1966 菊地 利 夫
干w・A5,SOOPのうち30p)

The Distribution of coal in 共著 Science 1966. 3 今野修平
Japan-The Flows of coal in Report 
Marine Transportation with (Tohoku 
special References to the Univ.) 
Hinterland of Tokyo port. 

臨海工業地帯における港湾機能 論文 貨 物 1954 柾 ヨド ~J; 

産業港湾の形成 II 横浜市立大学 1958 II 

論叢

京浜工業地帯と横浜港 II 岩波・II本の 1961 II 

地理

臨llti地，おと産業観光 ，， 「りんかい」
第 5号

1968. 1 河村宜介

Dredging Engineering Plans II Construction 1968. 9 今 出f修 玉jL
Great Roi巴 inLand Develop・ Machinery 
ment Program vol. l No. l 

小名浜工業港の現状と成立過 ／／ 「新地理」 1968 永 ~f 為紀
16巻I号

石油化学工業の計画配置 ／／ 地 理 1964 柾 ヰ w~

臨海工業基地計画への提案 II 苫 小牧民報 1970. 1 松沢太郎
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発 まえ ア ー＜＇ ｜附 ｜発 表 箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

開発荊｜迫られる超大規望模臨海工港 論文 ベ トロ ケミカ 1970. 2 今野修平
Iii?. 60年代への展 ノレエンジニア

リング vol.2
No.2 

工業立地の適性概念 II 「工業立地」 1970. 12 柾 ヨド Ml~ 
Vol. 9 No.12 

京録浜工業地帯（含港湾〉文l駄目 記言￥・ 「京浜文化」 1966. 7 II 

Vol. 8 No. 2 

下北7臨5海地区工業開発計画調査 資料 上l木工業立地 1964. 2 II 

4世↑』7 センター

筑後 ・有明－臨J海地域工業開発青｜ II λY 1964. 3 II 

画調査報告ー

川査報内市告書臨海地｜坦：J::業lff.l発計闘調 II II 1965. 3 ／／ 

17.ー外国港湾ー

発表テーマ ¥1Ht j 発 表 箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

アジア経済の発展と港湾 ｜著書 ｜東京大学出版 I1964 ｜北見俊郎
｜会

アメリカ港めぐり ｜ ／／ ｜港湾経済研究 I1969 ｜高見玄一郎
｜所

副ヨーロッパ港湾に於ける穀物 ｜共著 ｜「港湾産業研 I1967. 5 I松木俊武
荷役と保管設備について ｜ ｜究会JNo.工

欧米の港湾 I II ｜機浜港遥協会 I1971. 1 I喜多村 昌次郎

外国貿易j也市 ｜謙訳 ｜神戸市港湾古gI 1949 ｜岸 孝雄

外国貿易地帯利用方法 ／／ 

ロッテノレダムの現状と将米 ／／ 

兵庫県

「港湾」

1950 I II 

1968. 111荒木 智厳

ロッテノレ〆ム港と港湾労働 ｜論文 IEconomic I 1962 ｜北 見俊民IS
Survey.No.7 

欧米の／毎週 ・港湾事情 I II 1「海迎」 436 I 1964 ｜佐々木誠治

港湾の類型一欧米主民港に民JIし lII ｜国民経済雑誌 I1964 I II 

て I I 109-3 

独立採算制とロゾドン港庁の港 ｜ ／／ ｜海運と港湾の I1964. IOI矢野 剛
湾財政 ｜ ｜新しい発展の

ために
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発表テ ーマ ト区分 （発表箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

ロンドン港経；・；；＿；，－及び港湾労働

ニューヨーク港（1)(2) 

パナマ運河（その経済地理的背
景）

ターミナノレ ・オペレーションの
経伝基礎
一米国主要港との比較におい
てー

港湾都市の国際比較

My Impression of Australia 

論文 l「海 運J

II ｜国土産業経済

ρ ｜「地理J
Vol.12 No. 6 

松本一郎

矢野

1964. 11 

1964 剛

孝 雄1967. 4 I柾

グ ｜「港湾経済研 I1968. s I存多村 昌次郎
究J
No. 6 

グ ｜「都市問題統 I1969. 6 I北見俊郎
gj~」 No.2

グ ｜南山大学「ア I1970. Jl I il'o~ :JI: 1£ー．郎
カデミアJ78 

北見俊郎著「アジア経済の発展｜書評｜「港湾経済研 I 1964. 11 I 1・11 内 ｜除
と港湾J ｜ ｜究J No.2 

北見俊郎著「アジア経済の発展 ｜ ρ ｜「港 湾JI 1966. 6 I喜多村昌次郎
と港許可」

に
と
港
円
安
運
主
の
国
ル
米
ナ

「
1
1

、

若
一
則
タ
次
頭

目
臼

埠

村
る
」

多
け
日

h
A

同
お
経

「北海道港湾 I1968. 5 I徳！干｜欣 次
経済研究」
No. 6 

アメ リカの地 ｜紹介｜（神 戸港） I 1964 I Ji'.:市福治

ロス・アンセノレス港におけるバ lII ｜「港 問_I I 1965. 2 I II 

ース優先筈IJ当命IJとふ頭料 ｜ ｜ 

]. Bird: The Major I 11 I「港湾経済研究」I1965. 10 I北見俊郎
Seaport:; of the U. K. I I No. 3 

“A Com oarison of the coast I 11 I「港湾経済研 I1970. 12 I織 m 政 夫
of Continental and United ｜｜ 究JNo.8 
Kingdom Ports ”（National 
Ports Council) 

イギリス主要港湾に関する調査 iII ｜「港湾経消研究」I1963 
委員会報告持〔ロッチデーノレ報
特需1962年〉

欧米の港湾事情とロッテM ム ｜資料 ｜「貨物JNo. 3 I 1962 ｜北見俊郎
港問題

欧米の港湾と経消

ニューオリンズ港

γンガポーノレ港

ボーノレチモア港

111 jJ[j ｜｜主

II ｜「地理」Vol.7I 1963 
No. 9 

II l匡！土産業経済 I1963 

／／ 

矢 野 附IJ

II II 1963 

1963 II 

’f 
ノY II 
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発 表 ア ーマ I 13:5t I発表 箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

資料 ［関晴間｜附ロソグビーチ港 ｜矢肝 附lj

ロッテノレダム港 II II 1964 

シドニー港 II 

ロンドン港（1)(2) 

ニューヨークの即ー ミナノレlII 運輸調査局調 I19~ 5. 9 ：：！ ~ I: 支燐
と空港 査資料No.646

｜止界の港 II 港湾経済研究 1965 ｜高 見玄一郎
所
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18.一一個別港湾一一

発 表 ア ーマ ｜区分 ｜発表箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

横浜書港戦の現議後詰及び将本来
著書 J黄浜経済調査 ｜高見吋

~： 7湾湾lfj戦運 事の基業実の変的変せ化ん ゐ，ι、 1953 
1954 

3. 労の際問題 1955 

神戸港（におけ〕る港湾荷役経済の 共著神戸大－学ヲ＂~'G主経済 1962 山 木泰督
研究共皆 経’＇／；！；叢研所

苫小牧港過去・現在 ・将来

研究 5 I 
普，1.f 北海評論社 1970. 2 I松沢太郎

神戸港第に3お苧け：る港戸港湾荷役経済の 共皆 研究殺害 5l 1962 佐々木誠治
研究 利I の船内荷役

ti/！浜市およびその周辺 λr 
；（のJ,W神I談文奈社化川」地県理日編本」〕

1970. I i柾 十 Mt

横浜港の際史的発展 論文 織浜経済年制 1953 ｜高見女一郎

J賞浜港・和11戸港との比較 I II I II I附 II 

ぽt浜港 II 経済j叫学年判 四 6 柾 ‘F I世；

悶｜｜市港の研究 ，， 
愛判d知学大研究 1959 
側 I I 

』会 lflj i主治

横浜港と貿易都市 I II I附也誌ゼミ11960 If.正 二千： 84~. 
ナーノレ

衣存11港の交通
半中部調田市査都市来学会計 1962 

｜松浦｝完治

好致、築港論 グ ｜制交通学研究年 11964.10 寺行武 明

仇おけるd型鋼船仰 III 港湾荷役No.6 問64.11 I関谷義男
港湾〕 （「杭浜の経済と社会」所 II 償浜市立大学経経 1964 ｜寺谷武 明
Jj;{ 済研究所 「 済

と貿易J84号

東京都のP'J水路の利用問題 「港 湾」No.3 1965. 3 関谷，A 男

J裁浜港の研究 ，， 神査奈川県経済
調会

1965 高見玄－UIS

室蘭港の発展と性格の変化 II 「東北地理j
第18巻第3号

1966. 9 今 野 修平

東湾京湾港考湾の開発問題と広域港 II 「港湾荷役」 1968. 1 北見 俊郎
への一察 Vol.13 No.1 I 
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発表テーマ ！区分 ｜発表箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

流通革命と貨物流動 ｜論文 ｜「港湾」 I 1968. 4 I柴田悦子
大阪泌を中心にー

神戸港の発展指標について I II ｜「経済経営研 ｜ ｜佐々木誠治
(1・2〕 I I究」18-rr I 1968. 5 

, 19-rr i2 

地域開発と新しい臨海工業地帯 ｜ II ｜「工業立地」 I1968. 1 I松沢太郎
の整備一苫小牧港－ ' ' ’ 

開港6年目を迎えた苫小牧港 ｜ λY ｜ 「港湾J I 1968. 9 I グ

東京をめくる内水路の利用と将 ｜ II ｜「浴湾J I 196s. 11 I今野修平
米への提案 I I 45巻11号 1 ' 

II 「大阪人J I 1969. 11 

f:I本の臨海て業地干r,：・の発展と）JITI II オーシャゾエ l1970. 2 
島港の！？再発 ｜ ｜イジ Vol.2 I 

I I No.2 

港湾の近代化と背後j也との関係 ｜ ／／ ｜ 「東北地周」 I 1970. 4 I 
博多港穀物陣頭を例として－ I I 22一一2 ' ' 

苫小牧港の現状と将来の課題 I II ｜北海道部会 ｜ 
｜ （日本港湾経 ｜

済学会〕 ！ 

神戸港における港湾荷役経済の ｜書評 ｜円本港湾経済学I1963 
研究 I 1会年限第1号 ｜ 

「東京湾港湾」問題と「広域港
湾Jの基礎課題

横浜市における港湾収支問題

大阪港の貨物流動とその問題点

大都市港湾としての東京港の問
題点

物的流通からみた大阪港

博多港のあゆみ

港ヨコハマ

「横浜港における港湾労働需
給」

消の内港経済調査報告書

東京泌物資流動調査ドI~告書

郎

明

子

一千

俊

武

悦

修

見

谷

間

野

北

寺

柴

今

1i
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新
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「
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究
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H
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M
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柴 田悦下

ノ干好修、F

II 

！怯沢太郎

寺谷武 l珂

II 「港湾JVoL47I1970. 11 I今 野修 平
No.11 I I 

「j也理」 I1959 I 柾 宰雌

「労働神奈川」I1963 1北見俊郎
No. 174 1 1 

資料

害訴

資料 ｜第 3港湾局 I1964. 3 I植村福七

II I 11木工業立地 I1965. 3 I柾 宰 Ml~
センター
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発 表 ア ーマ ｜灰分 ｜発 表 箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

横浜港と神戸港 資料 「教義時事」 1966. 9 柾 幸男
No. 381 

名古屋港に行なわれた投資につ II 月刊「名古屋」 1966. 9 松浦茂治
いて 港 15巻8号

小樽港の現状と課題（海運の生 II 「l本港湾経済 1966. 10 村l 代方雅
産性を中心とした「l本海沿岸港 学会
の一考察

横浜港における定期船のターン II 運輸省委託調 1967 高見玄一良II
ラウンドおよひ’貨物流動につい 査，
て

横浜市の都市交通問題 II 横浜市企画調
3を室

1970. 1 中正 幸雄

19. 関連問題ー

発 表 ア ー.，. ｜附 ｜発表箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

貿易実務 共著 山川 1:1:¥版社 1956 柴田 銀次郎

米ソ比較経済論 著書 ミネノレヴァ書
房

1957 野田早苗

社会諸科学の全体的歩み ／／ 
「社」所会収科．学の展 1958 岩崎重男
関 関書院

「「｜木の間宮梢造j ／／ 
共知著郎編〔）｜コ山伊 1959 宮 崎 茂一

Fl本経済の成長と循環 ／／ 東洋経済新報 1960 酒井正三郎
社

世界の鉄鋼資源問題に関する基
木統計資料（Ii許集〕

／／ 科学妓術庁 1961 岡庭 博

ブラジノレの経済構造 ／／ アジア経済研
究所

1962 柴 田銀次郎

公益企業の経釘 λY 日本経済新聞 1963 竹中竜雄
ネ上

現代の地理学（交通 ・通信 ・観
光事業〉

共著 広 "5( ネ」二 1963. 4 柾 宰 Ml~

低開発国工業化の過程と諸問題 共訳 高官 社 1967. 9 北見俊民II

経済学 ・経’j立学を学ぶために 共著 新評論社 1970 II 

世界の食糧 7議訳 白水社タセジ 1953 ljff 田 早苗
ュ文庫

世界の工業原料 II ノY 1954 II 
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発 表 ア ーマ ｜区分｜発表箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

共同市場 言飛訳 白水社席タセジ 1959 野間早荷
ュ文

低開発諸国 II ，， 1962 II 

改訳共同市場 II II 1963 II 

消費の地震学 ノY II λy 

地域開発の,l!g論 論文 円本経年済政策 1963 酒井正三郎
学会 報XII 

船舶の色彩調節に関する研究 II Vol.31No. 2 1955 西部徹 ー

のア互メ恵リ通カ商貿協易政定策法の主主調として
II 国民経巻済雑誌号 1955 柴間銀次郎
第91 第 1

アメリカ合衆｜習の貿易政策に於 ／／ 年国初際経済研究 1956 ／／ 

ける動向 第6号

カナダの経済構造と外岡貿易 ／／ 年国際経第済研究 1957 ／／ 

'lill 7号

「世界経消総覧」 （巾〉 λY 「世界の海運」 1959 岡庭 j~t 

平均概念にっし、て II 
国民経2巻済第雑2誌
第10 号

1960 柴間銀次郎

Japanese Emigration and ノY Kobe Econom・1960 ／／ 

Effect on Internatioal ic & Business 
Payments. Review, No.7 

地詳産業関連分析の理論的実証 ／／ 呑大経済論i叢 1961 楠村福七
的究

調中査部経研究済闘の閤域画定に関する ／／ 名椴古告屋書市調査 1964. 3 酒井正三郎

公益企業の社会的責任 ノY 「経信教室」 1964. 3 竹中竜雄

輸出振興と租税政策 II 経済貿易研究 1964. 4 岡野鐙記
Vol.14 No. 2 

各産業に於ける企業の金利負担 II 「海外海事研究」 1964. 10 t1 川脅次郎
状況 No.2 

横浜の観光事業 II 「経済と貿易」 1964. 7 柾 幸 雄

イギリスの産業国有化 ノY 「陶経法論議」 1964. 9 岡野鑑記

行政と経包・との交錯 II 「年報行政研 1964. 9 竹中竜雄
究」 No.8 

インドの公企業の経悩 II 神年戸制大， 研究 1964. 9 II 
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発 表 ア ーマ ｜区分 ｜発表箇所 i発表年月 ｜氏 名

インドの公共企業体の経泊 論文 閤民経済雑誌 1964. 10 竹中竜雄

工業地域の形成と工業開発計画 II 横浜市立大学 1964. 12 t正 幸雄
論叢

瀬（戸国市内陶・磁国稼外業〕分需要析・市場
／／ 瀬戸市査開告発計 1964. 12 松浦茂治
画調報

地方公信企業論 ／／ 「自活論集」 1964. 12 竹中竜雄
No.22 

＇＊＇京閣発備の謀題 II V都o市L問題研究 1965. 1 酒井 正三郎
.17 No.1 

港湾倉庫の現状と問題点 II 「早稲田商学」 1965. 3 中西 I~ 
No.178 

国家経費の国民経済的機能論 ／／ 経済貿易研究 1965. 3 岡野鑑記

公企業の経済学的考察 ／／ 「運輸と経済」 1965. 3 岡田 清

造船奨励法 ｜ごの民・，0；造船所 ／／ 
究「所海事報産」業研 1967. 手f谷武 明

7～9 
13号～151考

第一次大戦期の民；：：？造船所 II 向上 1968. II 

21号～22号 3～4 

｜司米船鉄交換と民以造船業 ／／ 同上 6968. II 

23号～30号 5～12 

大都市社会の出現 ／／ 「アカデミア」 1968. 5 酒井正三郎

Iのl0i海t教上会貸法借一の利息禁jj)ljと地中海 II 「名古日間屋学院 1968. 6 ！勝呂 弘
大学集」
第14号

道失業rr産都市の現状と問題点 ／／ 「地理」第13 1968. 10 fri'i ll市 明
巻第10号

交通工学の成立 ／／ 
「貨物2教2室4号」 1908. 10 

回仁，.文信

交通事故防止論序説 II 「貨物教室5号」 1968. 11 II 

22 

11%：船鉄交換と民日造船業 ／／ 「所海事産業研 1969. 2 寺谷 武明
CI X〕 Xx l!I) '!i°'G f.U」

No.32～45 1970. 3 

流行歌にみる港湾 ／／ 「港湾」 1969. 11 今 野修 平
Vol. 46 No.11 

北海道工業（建設業を含む〉の II 
道立総海節研道判

1969. 12 徳田欣次
季節性要因 「北 経済

の季性一総
括一」
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発 表 ア ーマ ｜区分 ｜発 表 箇所 発表年月 ｜氏 名

日本鉄鋼業70年の課題 論文 日本鉄鋼連思 1971. 1 山 村 A干叫与

掘江保蔵 「海事経済史研究」 紹介 「港湾」 1967. 5 北 見俊 郎
Vol. 44 No.5 

道都札幌 ノ7 本講談社干lj「日 1969. 8 筒 1甫 明

の文海化道地理」
（北 編〕

昭和30年四国産業連関表報告書 資料 1962 植 福七村

昭和35年四国産業連関表報告書 ／／ 1963 II 

地域学研究のすう勢 II 土 木 学 会誌 1964. 9 II 

道南地域の現状 ／／ 北海学園大学 1967. 6 筒 浦 明
IJ日発研究所

都市j也理学 ノY 北海道企画部 1967. 10 ／／ 

神（奈共川著県〉貿易構造調査報告内 II 神奈川県商工 1968. 12 柾 辛 料i
部

私の挺言一港湾に対する私見一 随筆 「港r.~u 1970. 4 和泉雌 三

劇的終末 ／／ 「港定約」 港湾
法念制号 20年記

1970. 6 柴 ｜干l銀次郎

港と人聞のl断層 II 「流通設計J 1971. 1 北見 俊 民II
No. l 

函館干i稜郭 ／／ 「地形図に限 1970. 6 筒 前1 明
第史をよむ」
2集

国際化のrj1の円木 竹内良 夫

公企業経也 著書 ダイヤモンド 195 l ゲI r!・1 i'ti; Q;ji; 
ネt

公企業研究の世界的動的l ノY 森 山 書 店 1954 ／／ 

The Th巴orgof Structural ノY Econonmic Se-1955 酒井正三郎
change of National ries No.12 (th巴
Economy Science council 。fJapan 
ロス ト ウ ~tlil訳経済成長の過程 λY 東洋経済新報 1955 II 

社

経済機造変動の理論 II 森 山 書 店 1956 II 

中部産業戦後十年史 II 東洋経済新報 1959 II 

ネ上
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1958 
1959 
田中文信

公主主企業の経笛（初版） グ I El本経済新｜苅I1959 
社

II ｜日本観光協会 I1961 観光統計のとり方

石川島重工業株式会社108年史 lII ｜石川島重工K.I 1961 
K. 

地方銀行小史 II 全国地方銀行 I1961 
協会

同文館 I1962 

II本生産性本 I1962 
1百i

京都市観光局 I1964. 3 

社会科学一般理論

コス ト解析（共著〕

II 

II 

ぷ都市における観光事業の現状
と将来

公必企業料金論（初版）

II 

II 東洋経済新報 I1963 
4上

成長理論と椛造理論 ／／ ダイヤモソド I1963 
:fi 

中部都市学会 I1964 
名古屋市

，，＿，部経済閣のl闘地面l定作業に闘
する調査研究

／／ 

「総合的経済開発の基本問題」 ｜共著｜日本学術振興会11961 
「総合開発の一前提条件」 ｜ ｜四国開発問題委

員会著「四国の
産業開発」の一
部

マノレタス1止!Ji－経済の均衡と成長 ｜共訳 ｜ダイヤモンド I1967 
｜ ｜社

公経話論の見地よりみたる北海｜共著作i本学術振興会
道開発行政の批判的考察 ｜ ｜「北海道開発に

関する経済学的
研究」の一部

東ドイツ新経済構造とその内国 ｜論文‘｜ 『徳増教授迷 I1935 
商業組織化一一および， 新『内 ｜ ｜暦‘記念論文
｜到商業経済学』 計画の成立 ・発 ｜ ｜集』
j畏 CI)

社会生態学の生成基盤に関する lII ｜横浜大学論叢 I1956 
一考察

竹中也雄

士仇
r

J
a
n

－
 

笑

寺谷武明

II 

酒井 正三郎

松沢新 一

河村宜介

竹中竜雄

泊 ~ Iニ 正三郎

／／ 

竹 中竜雄

波辺行郎

竹中竜維

渡辺輝一

岩崎重労
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発 表 ア ーマ ｜区分 ｜発表箇所 ｜発表年月 ｜氏 名

わが国の南米移民と国際収支 吾［j［必m‘:x_a戸 神戸大学経済経 1960 柴田銀次郎

蛍研究南究所書経， 中南
米『研対 叢米 済E政

策』

事業部full II 経済往来 1961 杉沢新一

現場管理による原価管理 ノY 富士論議 1961 II 

経理規定 ／／ wと"・ 査 1961 λr 

原fiUi管理図表 ／／ 女子大研究論 1962 II 

当金

コスト ・マネジメン ト ／／ 富 土 論叢 1962 λr 

原価Ii管理グラフ ／／ 工場管理 1963 II 

近代的原仰1管理の概念、と領域 ／／ 女子大論集 1964 II 

無包装による包装の合理化 II 新しい包装 1965. 5 桜井 正

日本的二重構造の貿易政策 ／／ 世界経済評論 1967. 12 渡辺行郎

北海道における炭任｜地域の現状 ノY 「地理」 1969. 2 筒浦 明
Vol. 14 No. 2 

新しい港湾のイメ ージ ／／ 「港湾」 1970 力n納治郎

宗教改社革前会後にみるヒューマニ I/ 「関東学論院集大 1970. 2 小林照 夫
ス トの 経済観ーとくにモア 学人文 」
とへイノレスの闘い込み観を中心 No.2 
に

監査．証拠論 書評 江I~~ 査 1961 杉沢新一

愛長＆.9県・松山・道後観光診断 報告書 ／／ 1962 林 笑

山梨県下部温泉観光診断 ／／ 山梨県観光連盟 1963 II 

三重県伊賀地区観光診断 II 
一 重 県 1963 II 

棉スフ織物業のコス ト解析 資料 日本中小企業 1963 杉沢新一
指導センター

プラλチッ ク工学 ／／ ／／ ／／ 1963 II 

機械靴 ・家具工学のコス ト解析 ノY ＇＊＇小企業セン 1964 λy 

ター

コスト解析〔歯車工業） ノ7 日本中小企業 1965. 3 II 

指導センター

枚方市観光診断報告書 II 枚 方 市 1965. 3 河村宜介

イスラエノレ（議訳〉 λY 「新地理」 1970. 3 永野為紀
Vol. 18 No.3 

北海道 λY 「分県トラベ 1970. 9 筒浦 明
ノレカeイド」
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L部数なし〕1963年 （No.1) 

岡1!llJ －矢序－・・・・・－－－．

同IJ

銀次郎
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玄一郎

清

治

郎

，志

茂

俊

敬

野

田

坂

見

本

浦

見

泉

研究

本邦戦l~f港湾施策…－－－ ・・・ ・・…...・ H ・…・………....・...矢

港湾財政の問題点ー・…・…－…－－－ －・・…・・・・・・・・・・…・ … ー柴

港湾設備の土居E強と地域開発 ・……一…－…－・・…………・・伊

港湾における新しい労働管理の概念ー…－・一・一－…...・ H ・－高

港湾運送業の現状…・・…・…－－ －………・－－－－…・・ 松
衣浦港の交通…・・・・・一一 ・・一…－…ー・ ……・・・…....松

港湾経済の木質 一・…・・－…… ……ー・・........・ H ・－－－－北

港湾施設の与えた損害に対する船主の賠償責任と海上保険・・・今

文献紹介

「イギリス主契港湾に関する調査委員会報告書」 ...・ H ・－－……中

「事11戸港における港湾荷役経済の研究」 …・ ・…・……－－…寺

陛

明武

西

谷

学会記録
・嶋咽・・ー・・面画面ー．．．．．．．． 

（学会事務局〉(l'fi~数浩二｜二あ り， 送事｜実費と も ￥500)1964年 （No.2) 2. 

問qfilf W・・・・…一………・一一…・…...・ H・－－………・………...・H ・－矢

研究

( I ) 

( 16) 

( 28) 

ー

や

E

目

印
刷

制
向

山

削

治

孝

俊

最品長期経済計画における港湾投資額の推計・ーい・……・・…一加

摩耶ふJlJ［の建設と述；~ －···
公共投資と港湾経済… ....・H ・－－－…・……・…・・ … ……・－…北

山 論 J也

J~辿論題（港湾投資の諸問題）

( 42) 

( 51) 

( 78〕

( 82) 

( 97) 

｜佳

和俊

銀次郎

重 f[

忠也

見

凶

穴

問

越

村

住｜

イギリλにおける港湾諸料金の徴集jlliJJ.ltと問題点…・・………・中
ヨーロッパの石油港湾 …・ー－－－－…－ －－ ...・...…・・ 一 浮

港湾労働対策への一提案－…・…………・…－…・・………柴

港湾労働の課題 ・・ ・・・ ………....・ a・回 一－ －………・ー・・・河

船l読み月末集中の原因とその対策………・一－－－－－－……・高



458 「港湾経済研究」総目次

国際コンテナーの諸問題…....・ H ・.......・H ・－－－－……・－…・…宮野武維（114〕

文献 紹介

北見俊郎著「アジア経済の発展と港湾」 … ・……－－……中 西 l陸 （141)
北海道立総合経済研究所編「北海道の港湾荷役労働」 ……－寺谷武明（145)

同 上「港湾労働」……いH ・H ・.......・H ・.......・ H ・－…北海道立総合経済研究所 (150) 

学会記録

II木港湾経済学会会則 ・役員……ー…－… ...・ H ・....・H ・－…・…・・……・・… (167) 

学会記事 …－ －－－－－－－・－… －－…－……...・H ・.......・H ・－…....・ H ・. (171) 

会員業績リスト・.....……....・ H ・....・H ・－… ・・……・・...............・ a・－－－…・・・・ (175〕

会員 名 簿 ………・・・…………….....……・一… H ・H ・－－…・・・・・・・ H ・. (188) 

3. 1965年 （No.3) （部数若干あり，送料実費とも￥500)

序 －… －…－…・・－……… … .......…・……・……－－－－矢野 剛

研究

共通論題（経済発展と港湾経営〕

港湾のもたらす経済的利益の分析ぃ一一……・…・・・・・…・・…柴 田 銀次郎 c 1 ) 
港湾経芭の「理念」と問題性……………...............・…北見俊 郎 c12) 

自由論題

港湾機能の地域的問題点…－－－－－ －－－…ー…………・今野修平 c25) 
匝際収支における港湾経費改善のための理論的考察・・・田……・中 西 ｜詮 c 67) 
港湾資産評価とその問題点・…・・・・……－－......・ H ・－一…・……杉沢新一 c69〕

文献紹介

矢野剛著

「港湾経済の研究」 －…...・ H ・......・ H ・－－－－－……－－－－…－一寺谷武明 c84) 
海運系新論集刊行会編

「海運と港湾の新しい発展のために」 …・・…ー………・ー織 田 政夫 c 90) 
向井梅次著

「港湾の管理開発J…・・…...・H ・－・…・ー……....…・リ…・・喜多村 昌次郎 c 96) 
喜多村昌次郎著

「港湾労働の構造と変動」………・...・ H ・...・H ・－………・…徳田欣次（103)

宮崎茂一著

「港湾計商」....・H ・....・H ・.......・ H ・－－－…・……・・・…・………..JI I 崎芳一（113)
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P. C. Omtvedt: 

Report on th巴 Profitability of Port Investments……lド 凶

J. Bird; 
｜陸（117〕

The Major Seaports of the United Kingdom ··· ···· ・ H ・ －北 見 俊 ！~II (m ) 

学会記録

II木港湾、経済学会会則・ 役員……・・・・・・ ・……....・ H ・－・…・………・…ー… • (131) 

学会 記 事…－……… H ・H ・.....・ H ・－ー・ー…ー… ・…・ …・… ・……・… （138〕

会員業績リスト・・・.....・ H ・....・ H ・－…… 一－－………...・H ・・・・・・・H ・－…－…(145〕

会員名簿…－－……………・・……・・・ ……・…...・...………－……・・（151)

編集後記・－－－－－…・υ …－…・・…・・・・・…・……………－－－－－……・…（164)

4. 1968年（No.4) （部数若干あり， 送料実費とも￥800)

トr;..・…－－－－・－…－……・…・・・・・・・...・H ・・・－－－….......・H ・－－－矢 野 間lj

研究

共通論題 （地域開発と港湾）

後進的地域開発と港湾機能…・…・…・……… ....・ H ・－… H ・H ・－－武 山

港湾による地域開発問題について………・・…....……・・・…問 中

港湾機能と経済発展……… …...・a・－…...・ H・....・H ・－－…・…・北 見

一一地域開発に関連して一一

弘 c1 ) 
文 信 c16) 
俊民llc 31) 

．一
東北l苅発と野蒜築港・…・・・・・… 一…ー…・…・.....・H ・－……・・；；！i・谷 武 則 c 59) 
一一明治前期港湾の一事例一一

神奈川県の第3次総合開発計画と新しい港湾の計画理論……高見 玄一郎（72) 

港湾における都市再開発の問題 ……...・ H ・－……・ーー…・…今 野修 平 c87) 
一一東京港における都市再開発を例として一一

自 由 論題

港湾労働の基調 ......… … ....…・ー ・ ・・ー・…・・・・・喜多村 昌次郎 (101) 

一一 横浜港における労働力移動の素描一一

港湾労働の近代化条件について……一 －－－・ ・…・・・徳田 欣次（121〕

港湾の最適投資基準ー •••• • • •• －－ー ・・・…・…・・ーーよ正常福 治 (147) 

一一神戸港における測定の一例一一

名古屋港発展史－ ー－ ••• •••• • ・ •• • ・...... －・ ・4公 If i又治（158)

一一昭和13 32年の20か年について一一

港湾の物的流通費についてー 一一 E
 

－rs
 

コ ｜！を （170)
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(186) }i(t 武息子－・・ー・ ・・・・・・’写了山フオークリフ トの諸問題パレッ ト，

資料

(195〕剛
正
平

野

村
野

矢

奥

今

イギリス戦ll~i＇港湾施策 。 …・…

(206) 武
修

指針

横浜港施設改善に関する円本損害保険協会

からの民望について・・・・・・・今

東京湾における広域港湾計画に対する

(216) ，必敬泉

(220) 

(233〕

(238) 

(225) 

(233〕

武

，
 

一’叶
J

ヨ笛

次

俊

悦

』~t

泰

！砂く

木

木

EEi 

泉

ほl

文献紹介

Colonel R. B. Oram , 

Cargo Handling and the Modern Port ・・・・・・. ・・…・・・・ー・ 松

Charles P. Larrowe; 

Shape叫 pand Hiring Hall・・・・・・・・・・・

，·~；j見玄一郎著

「港湾労務管’理の実務」

松宮斌者

「港湾の財政 ・ 経~｝;J；’のあり方」 ー

防浜市港湾局編

｜一般浜港における港湾労働者の実態と住宅事情」・…・…不＼.I

新潟臨港海陸運送株式会社編著

「創業六十年史J

111 

・・・・f,gt

．』L匡
d司、

1.250〕夫売［十小iq
 

学会記録

1・港湾経済研究」総l=I次・・… … － －－・－－－－－－－…－－ …...........・a・－…・（279〕

編 集 後 百~－ .....…－……・・・…ー・・…・υ ・・・ ・・・・ ……－・…・・…ー....…・ー・・ （279〕

（部数若干あり，送料実費とも￥500)1967年（No.5) ~－ 
附1Ylf 序…・…・…………….................リ … … … … … … …・・矢

研究

( 1〕

( 9〕

( 19) 

( 30) 

( 48) 

消

博

郎

助

郎

玄

公

俊

木

庭

見

必

見

輸送の近代化と臨港上屋の運話・・・・・・・・…．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・…－松

港湾業務の合理化と海運ー・……・・・・・・・・…一…… ・岡

流通近代化とコ ンテナ リゼーション・・・－……...・H ・－－…・・…・・高

物的流通の近代化と港湾… －－－…・ ・…… ……………・…・斎

「輸送の近代化」と全港湾輸送体協IJ・・・・・…い H ・H ・－……...・H ・－北

共通論j越 （輸送の近代化と港湾）
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共通論題（日本海沿岸の港湾の諸問題）

経済開発と日本海沿岸の港湾…・…・・・…………・・・・・・・・ H ・－佐藤元霊（ 60) 

新潟臨海埠頭の形成とその特性…・…………－…・……ぃ……小林 芳夫 （68〕

小階港の現状と課題・・ H ・.......… ………….....・H ・－－－－…・・・利1 代 方 雅 ( 76〕

自由論題

港湾施設利用の問題点－－－－－ －－－…・・－－－ －….....・ H ・－．今好,JIニ J: 修洋二平郎 ( 89) 

菊｝ (105) 港湾原単位算定における問題点… ー…・…ー ・……・…一…・杉沢

港湾労働法の施行をめぐる諸問題・・ 0・…・－・……………－－－大森

後進島地域経済発展の転裂と港湾商機能－－－－ ……・・・…武 ｜｜｜ 

砂利類の海上輸送橋大化傾向についてい・ … 0・・…・・ーーー一概 Mi 
わが悶における運河発達の特11t_................・－－－一－－－－・・椛

秀 Mi'φ （118)

弘（128)

貞明（143)
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編集後記

1962年10月に横浜港をのぞむシノレタ ・センターで，日本港湾経済学会がIJlll,似の声を

あげてから10若手になった。この学会年報は， 2年目の大会l時に誕生したので，今年で

No.9をむかえた。年端 ・No.lはタイプ印刷で，それに規約や会員名簿までふくめて

178頁というささやかなもので，発行部数もたしか 500部かと記憶している。タイプ

用紙のままで校正をしなければならないので，執筆者校正はできず，一枚一枚包気の

ひかりをそらせるようにして校正した記憶もまだあざやかに残っている。

さて，本年度年械は，10周年記念大会とて，装いをこらす企画が編集会議のはじめ

から種々もたれたが，現実的な諸条件のきびしさもてつだって，憶い多くとも為すと

ころ必ずしも多きにいたらない結果に終った。 昨年度大会の自由論題，本年度大会の

共通論題の原稿に，10周年記念論文としての寄稿を願しりさらに，No.2より各号にJ以

してきた会員の［業績リスト」を再編成し， 「港湾研究文献目録」とした。録

凡そ編集作業で困難なことは，〆切j切LIまでに原稿が出揃わないことであるが，ご

多用の＂＇コを玉稿をよせて］兵いた先生方にはあらためてお礼を申し上げねばならない。

とくにこの記念弓は，論文内年半からして「況代港湾の諸問題」という総合的な表題と

したが3 編集についてはきわめてむずかしい問題に当面した。 こうした困難な作業

を，荒木先生をはじめ，土居（官官純）さんや井抗： （文也〉さんがやってくださったこ

とは感謝に耐えない。とくに井尻さんには， 「文献目録」作製など，きわめて厄介な

こ とをまとめて頂いた。また成山堂社長小川実氏と文化印A~IJ社の社長桜井清次氏には

ずいぶんよけいなご配慮をおかけしたことをおわびしなければならない。

学会誌の刊行は， もっとも重必な学会活動の一つである。 今までの「港湾経済研

究」が学問のために，またわが国港湾経済 ・社会のために何をなしえたかは目下のと

ころ未知数かも知れないが，港湾の学問的研究のたゆまぬ軌跡として，世に関われる

ものであることを信じたい。

Sept. 1971 （文武 ・二｜ヒ凡〉

編集委負（A・B • CJI阪）

荒木智経i，今野修平，北見俊郎，柾幸雄，柴田悦子，徳田欣次，JlJ本：泰督
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